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3　みのぶ議会だより No.62

普通消防車 2台 軽消防車 1台 可搬式消防ポンプ 6台 

会　計　名　称 予　算　額 増減(％) 

国民健康保険 

後期高齢者医療 

介護保険 

介護サービス事業 

簡易水道事業 

農業集落排水事業 

下水道事業 

下部奥の湯温泉事業 

その他 12財産区 

合  計 

200 万円 

1 億 3000万円 

3385 万円 

空き家対策総合支援 

橋梁長寿命化・道路拡幅事業 

消防車両等整備 

16 億 3486 万円 

4 億 7616万円 

22 億 3770 万円 

938 万円 

6 億 3245万円 

3607 万円 

4 億 144 万円 

753 万円 

407 万円 

54 億 3966 万円 

▲2.6 

▲0.1 

▲0.4 

▲18.4 

▲25.6 

17.4 

▲16.4 

▲14.6 

▲11.9 

▲6.0 

　3月定例会は、3月４日から18日までの15日間の会期で開かれた。
　今定例会では、予算の審議を中心に、町長から提案された令和２年度一般会計予算及び特別会計予算を
はじめ、令和元年度各補正予算、条例の一部改正などの議案43件について審議し、一部修正議案を含むす
べての議案を全員賛成もしくは賛成多数により可決した。
　また、追加提案された議員報酬検討特別委員会の設置についても、全員賛成により可決した。
　3月５日の一般質問では、６人の議員が登壇し町政全般にわたり活発な質疑が展開され、町当局の考え方
を問いただした。

令和２年度一般会計当初予算に計上された主な事業（含む新規事業）　

令和２年度特別会計当初予算額 ▲：対前年度比減 [特別会計]
　一般会計とは別に設けられ、独立した経理管理が
行なわれる会計のことをいう。一般会計における単
一予算主義の原則に対する例外となっている。
　単一予算主義の原則とは、国・地方公共団体の会
計について、すべての歳入・歳出などを単一の会計
で経理する原則をいう。しかし、特定の歳入（上下
水道料金、各種保険料など）をもって特定の事業を
行なう場合、この原則に固執すると、かえって個々
の事業の収支損益や資金管理などが不明となり、好
ましくない場合がある。そのようなことを避けるた
め、例外的に一般会計から切り離して独立の会計を
設けて経理を行うのが特別会計である。もっとも、
一般会計から特別会計への繰り入れもあるため、完
全に独立しているわけではない。

事　業　名　等 事　業　費 内　容　説　明
自家用車6歳未満用 補助率1/2 補助限度額1万円 

基本設計及び実施設計 測量業務 地質調査 他 

設計測量業務 分析・調査業務 施設改修 駐車場舗装 解体工事 

造成測量設計業務 PFI アドバイザリー業務 施設建設用地購入 

小型発電機 20セット 

個別管理計画策定 823万円 総合管理計画改定 401 万円 

50 万円 

1 億 9136万円 

1 億 8119万円 

8142 万円 

1357 万円 

1224 万円 

チャイルドシート購入補助 

中学校新校舎等建設 

大河内複合施設建設整備 

健康増進施設建設 

避難所非常用電源整備 

公共施設等個別管理計画策定 

創業に係る事業拠点の整備等に要する経費1/2補助 補助限度額300万円 

住宅を新築した移住者50万円 町分譲地に新築した移住者100万円 他 

結婚祝金７万円 出産祝金(第１子３万、２子５万、３子 30万円) 

小学校入学支度金3万円 中学校入学支度金6万円  

小中学校生の修学旅行費用 一人当たり 11万円が上限 

小中学校給食費補助 1食 300 円を全額補助 

小学4年生・グループ1台 5～6年生・1人1台 中学生・1人1台 

900 万円 

820 万円 

697 万円 

540 万円 

856 万円 

2722 万円 

1627 万円 

起業支援等事業費補助 

移住・定住祝金 

結婚・出産祝金 

入学支度金 

修学旅行補助 

給食費補助 

タブレット端末貸与 

危険な空家の解体工事費を補助 補助率1/２ 補助限度額50万円 

橋梁修繕8800万円 橋梁点検2500万円 昭和道路線設計1700万円 
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※グラフ中の％は構成比を表す。 
※数値は端数を処理してあるため、合計が一致しない場合があります。 

地方交付税 
42.6% 
36 憶円 

地方交付税 
42.6% 
36 憶円 

町債 
9.7% 
8 億 1650万円

町債 
9.7% 
8 億 1650万円

交付金（全て）0.6%  
4670 万円 

地方譲与税 1.1%  
9680 万円 

諸収入  
1.0% 8524 万円 

使用料及び手数料 
0.9% 7808 万円 

繰入金 9.9%  
8 億 3989万円 
繰入金 9.9%  
8 億 3989万円 

地方消費税交付金.3.3% 
2 億 8000万円 

分担金及び負担金 
0.7% 5769 万円 

歳入合計 
84億4740万円 

町税 15.5% 
13 憶 915万円 
町税 15.5% 
13 憶 915万円 

県支出金 5.1% 
4 億 2867万円 

国庫支出金 5.8% 
4 億 9197万円 

繰越金、寄附金、財産収入 
3.7% 3 億 1671万円 

総務費 21.7% 
18 億 3716 万 教育費 16.6% 

14億円 

衛生費 10.2% 
8 億 5833万円

総務費 21.7% 
18 億 3716 万 教育費 16.6% 

14億円 

土木費 9.1% 
7 億 6768万円

公債費 8.2%  
6 億 8910万円 

農林水産業 2.9%  
2 億 4295万円 

消防費 3.1%  
2億5848万円 

商工費 1.4%  
1 億 2139万円 

議会費 0.9% 
7322 万円 

労働費、災害復旧費、予備費 
0.1% 1249 万円 

歳出合計 
84億4740万円 

諸支出金 0.4% 
3367 万円 

 [自主財源]自主的に収入できる
財源。自主財源の比率が高いほ
ど、自主的な財政運営ができる
こととなる。 
※自主財源比率：31.８％ 

●歳入円グラフ自主財源科目
　　　　　　　　（赤文字）

[依存財源]地方譲与税、地方交付税、国庫支出
金、町債等、国や県に依存するかたちで調達す
る財源。
※依存財源比率：68.2％

衛生費 10.2% 
8 億 5833万円

民生費 25.5% 
21 億 5293 万円 
民生費 25.5% 
21 億 5293 万円 

令和2年度一般会計予算などを可決
第1回定例会
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対前年度比3.2％増一般会計

予　　算
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ら
24
か
月
が
経
過
し
て
、
２
年

度
下
半
期
９
月
か
10
月
を
目
標

に
契
約
に
至
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
徳
島
県
の
那
賀
町
と
い
う
町

で
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
町
お

こ
し
を
し
て
い
る
。
本
町
に
は

ド
ロ
ー
ン
を
製
作
し
て
い
る
会

社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
の
景

観
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
す
る
こ

と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
、

問
　
老
朽
化
し
た
下
部
温
泉
会
館

の
代
わ
り
の
健
康
増
進
施
設
建

設
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
計

画
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が

施
設
整
備
課
長
　
旧
富
士
ミ
ネ
ラ

ル
の
工
場
跡
地
を
購
入
し
民
間

資
金
等
活
用
に
つ
い
て
導
入
可

能
性
調
査
を
進
め
て
き
た
。
施

設
完
成
後
に
町
が
買
い
取
る

※

「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
」
で
民
間
企

業
の
参
入
を
促
す
。

問
　
民
間
資
金
等
活
用
事
業
可
能

性
事
業
に
は
ど
の
よ
う
な
資
料

を
提
出
し
て
い
る
か

施
設
整
備
課
長

　県
内
外
の
12
社

の
企
業
に
事
業
の
目
的
、
経
緯
、

計
画
地
の
概
要
、
人
口
動
向
、

入
込
客
動
向
な
ど
の
基
礎
的
資

料
で
公
開※

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
。

問
　
事
業
主
体
は
町
な
の
か
、
参

加
企
業
な
の
か

　

下
部
温
泉
会
館
の
建
設
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
件
は

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
併
設
の
健
康
増
進
施
設
と
し
て
建
設
予
定

問答

一般質問

芦澤　健拓 議員
あし ざわ　　たけ ひろ

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
町
お
こ
し
は

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
は

BTO方式とは
　Build Transfer Operate
建設・資金調達を民間事業者が担って、完成後は所有権を公共に
移転し、その後は一定期間運営を同一の民間に委ねる方式。 
サウンディングとは
　事業発案段階や事業化段階において、事業内容や事業スキーム
等に関して、直接の対話により民間事業者の意見や新たな提案の
把握等を行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報収
集を目的とした手法である。

※町ホームページの議会映像から　
一般質問の様子等が閲覧できます。
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で
あ
る
。
今
後
は
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
官
民
連
携
に

よ
る
公
的
住
宅
の
整
備
を
検
討

し
て
い
く
。

問
　
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
前
期
基
本
計
画

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
の

評
価
・
検
証
は

企
画
政
策
課
長

　毎
年
度
、
実
施

計
画
に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
検
証
結
果

を
基
本
と
し
て
財
政
計
画
や
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
連

携
さ
せ
て
い
る
。

問
　
本
町
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の

森
林
整
備
計
画
は

産
業
課
長

　本
町
の
森
林
・
林
業

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
身

延
町
森
林
整
備
計
画
は
、
現
在
、

２
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
今
後
10
年
間
の
計
画
樹
立

に
向
け
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

元
年
度
中
に
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

内
に
約
５
３
０
０
本
の
植
栽
が

完
了
す
る
。

　
　
お
客
さ
ま
を
迎
え
る
た
め
の

準
備
と
し
て
、
し
だ
れ
桜
の
里

管
理
運
営
計
画
策
定
の
た
め
の

経
費
を
当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

問
　
若
者
の
流
出
を
少
な
く
す
る

た
め
、
若
者
単
身
者
用
住
宅
の

建
設
を
計
画
す
べ
き
で
あ
る
が

建
設
課
長

　子
育
て
世
代
を
含
む

若
年
層
の
住
居
の
確
保
は
地
元

定
着
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策

ん
で
き
た
。
２
年
度
も
道
路
や

住
宅
関
連
予
算
と
し
て
当
初
に

計
１
億
５
８
０
０
万
円
を
計
上

し
た
。

問
　
「
地
区
要
望
事
項
」
に
つ
い

て
、
本
年
度
の
事
業
執
行
状
況

と
来
年
度
の
取
り
組
み
は

建
設
課
長

　元
年
度
は
７
１
８
件

の
要
望
が
あ
り
、
町
に
関
す
る

も
の
は
、
主
に
９
月
議
会
で
予

算
要
求
し
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
約
１
割
を
実
施
し
た
。

２
年
度
も
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
内
容
を
精
査
し
、
緊
急
性
の

高
い
も
の
か
ら
予
算
化
し
て
い

く
。

問
　
こ
れ
か
ら
は
、
ク
ラ
フ
ト
パ

ー
ク
及
び
そ
の
周
辺
の
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
実
施
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
が

観
光
課
長

　28
年
度
か
ら
日
本
一

の
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
を
目

指
し
て
植
栽
事
業
を
開
始
し
、

問
　
本
町
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

と
、
人
口
減
少
抑
止
策
な
ど
課

題
は
多
い
。
町
長
自
ら
先
頭
に

立
ち
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て

尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。
10
月
に

行
わ
れ
る
町
長
選
に
立
候
補
の

意
思
は
あ
る
か

町
長

　第
２
期
総
合
戦
略
に
盛
り

込
ん
だ
様
々
な
施
策
の
実
現
に

向
け
、
着
実
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
、

次
期
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
に

つ
い
て
質
問
の
通
告
を
い
た
だ

き
、
自
問
自
答
す
る
中
で
引
き

続
き
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
立
候
補
す
る
決
意

を
固
め
た
。

問
　
道
路
・
河
川
・
橋
梁
な
ど
の

社
会
資
本
の
充
実
を
図
る
べ
き

だ
が
、
２
年
度
の
予
算
措
置
は

建
設
課
長

　25
年
度
か
ら
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
や
住
宅
建
築

物
の
耐
震
化
を
中
心
に
取
り
組

　

町
長
選
に
立
候
補
の
意
思
は
あ
る
か

様
々
な
施
策
の
実
現
に
向
け
立
候
補
を
固
め
た

問答社
会
資
本
整
備
事
業

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
課
題

若
者
単
身
者
用
町
営
住
宅

第
二
次
身
延
町
総
合
計
画

森
林
整
備
計
画

クラフトパーク
「サバイバルの森」植樹エリア

伊藤　達美 議員

一般質問

い  とう       たつ み

一般質問一般質問
ここが聞きたい！ここが聞きたい！
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産
業
課
長
　
本
町
に
も
標
準
伐
期

齢
を
迎
え
る
森
林
が
多
い
。
計

画
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
森
林

整
備
を
進
め
て
い
く
。

撮
影
場
所
へ
の
案
内
な
ど
の
仕

事
の
増
加
な
ど
で
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
」
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と

は
ど
う
か

企
画
政
策
課
長
　
那
賀
町
は
、
名

瀑
が
あ
り
、
森
林
面
積
が
95
％

で
、
人
が
住
ん
で
い
な
い
上
空

空
間
を
利
用
し
て
町
お
こ
し
の

た
め
に
ド
ロ
ー
ン
推
進
室
を
設

置
し
て
い
る
。

　
　
本
町
で
も
事
業
者
と
連
携
す

る
中
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し

た
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
元
年

度
の
約
２
倍
交
付
さ
れ
る
。
本

町
の
多
く
の
森
林
は
、
伐
採
適

期
を
迎
え
て
い
る
が
、
搬
出
が

困
難
な
場
所
が
多
い
。
峡
東
地

域
で
は
、
森
林
に
作
業
用
道
路

な
ど
の
搬
出
道
路
　
を
作
っ
て

効
率
的
に
作
業
を
進
め
て
い
る

と
い
う
。
先
進
地
視
察
を
行
っ

て
ほ
し
い
が

施
設
整
備
課
長
　
事
業
主
体
は
参

加
企
業
だ
が
、
町
の
基
本
計
画

や
基
本
方
針
に
合
意
の
上
で
契

約
す
る
。
施
設
の
造
成
工
事
や

温
泉
管
の
布
設
工
事
な
ど
は
、

地
元
企
業
に
依
頼
す
る
予
定
で

あ
る
。

　問
　
基
本
構
想
策
定
、
可
能
性
調

査
、
企
業
募
集
な
ど
で
契
約
に

至
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後

の
計
画
は

施
設
整
備
課
長
　
現
在
、
導
入
可

能
性
調
査
が
終
了
し
、
開
始
か

ら
24
か
月
が
経
過
し
て
、
２
年

度
下
半
期
９
月
か
10
月
を
目
標

に
契
約
に
至
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
徳
島
県
の
那
賀
町
と
い
う
町

で
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
町
お

こ
し
を
し
て
い
る
。
本
町
に
は

ド
ロ
ー
ン
を
製
作
し
て
い
る
会

社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
の
景

観
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
す
る
こ

と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
、

問
　
老
朽
化
し
た
下
部
温
泉
会
館

の
代
わ
り
の
健
康
増
進
施
設
建

設
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
計

画
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が

施
設
整
備
課
長
　
旧
富
士
ミ
ネ
ラ

ル
の
工
場
跡
地
を
購
入
し
民
間

資
金
等
活
用
に
つ
い
て
導
入
可

能
性
調
査
を
進
め
て
き
た
。
施

設
完
成
後
に
町
が
買
い
取
る

※

「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
」
で
民
間
企

業
の
参
入
を
促
す
。

問
　
民
間
資
金
等
活
用
事
業
可
能

性
事
業
に
は
ど
の
よ
う
な
資
料

を
提
出
し
て
い
る
か

施
設
整
備
課
長

　県
内
外
の
12
社

の
企
業
に
事
業
の
目
的
、
経
緯
、

計
画
地
の
概
要
、
人
口
動
向
、

入
込
客
動
向
な
ど
の
基
礎
的
資

料
で
公
開※

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
。

問
　
事
業
主
体
は
町
な
の
か
、
参

加
企
業
な
の
か

　

下
部
温
泉
会
館
の
建
設
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
件
は

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
併
設
の
健
康
増
進
施
設
と
し
て
建
設
予
定

問答

一般質問

芦澤　健拓 議員
あし ざわ　　たけ ひろ

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
町
お
こ
し
は

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
は

BTO方式とは
　Build Transfer Operate
建設・資金調達を民間事業者が担って、完成後は所有権を公共に
移転し、その後は一定期間運営を同一の民間に委ねる方式。 
サウンディングとは
　事業発案段階や事業化段階において、事業内容や事業スキーム
等に関して、直接の対話により民間事業者の意見や新たな提案の
把握等を行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報収
集を目的とした手法である。

※町ホームページの議会映像から　
一般質問の様子等が閲覧できます。
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で
あ
る
。
今
後
は
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
官
民
連
携
に

よ
る
公
的
住
宅
の
整
備
を
検
討

し
て
い
く
。

問
　
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
前
期
基
本
計
画

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
の

評
価
・
検
証
は

企
画
政
策
課
長

　毎
年
度
、
実
施

計
画
に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
検
証
結
果

を
基
本
と
し
て
財
政
計
画
や
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
連

携
さ
せ
て
い
る
。

問
　
本
町
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の

森
林
整
備
計
画
は

産
業
課
長

　本
町
の
森
林
・
林
業

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
身

延
町
森
林
整
備
計
画
は
、
現
在
、

２
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
今
後
10
年
間
の
計
画
樹
立

に
向
け
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

元
年
度
中
に
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

内
に
約
５
３
０
０
本
の
植
栽
が

完
了
す
る
。

　
　
お
客
さ
ま
を
迎
え
る
た
め
の

準
備
と
し
て
、
し
だ
れ
桜
の
里

管
理
運
営
計
画
策
定
の
た
め
の

経
費
を
当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

問
　
若
者
の
流
出
を
少
な
く
す
る

た
め
、
若
者
単
身
者
用
住
宅
の

建
設
を
計
画
す
べ
き
で
あ
る
が

建
設
課
長

　子
育
て
世
代
を
含
む

若
年
層
の
住
居
の
確
保
は
地
元

定
着
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策

ん
で
き
た
。
２
年
度
も
道
路
や

住
宅
関
連
予
算
と
し
て
当
初
に

計
１
億
５
８
０
０
万
円
を
計
上

し
た
。

問
　
「
地
区
要
望
事
項
」
に
つ
い

て
、
本
年
度
の
事
業
執
行
状
況

と
来
年
度
の
取
り
組
み
は

建
設
課
長

　元
年
度
は
７
１
８
件

の
要
望
が
あ
り
、
町
に
関
す
る

も
の
は
、
主
に
９
月
議
会
で
予

算
要
求
し
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
約
１
割
を
実
施
し
た
。

２
年
度
も
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
内
容
を
精
査
し
、
緊
急
性
の

高
い
も
の
か
ら
予
算
化
し
て
い

く
。

問
　
こ
れ
か
ら
は
、
ク
ラ
フ
ト
パ

ー
ク
及
び
そ
の
周
辺
の
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
実
施
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
が

観
光
課
長

　28
年
度
か
ら
日
本
一

の
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
を
目

指
し
て
植
栽
事
業
を
開
始
し
、

問
　
本
町
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

と
、
人
口
減
少
抑
止
策
な
ど
課

題
は
多
い
。
町
長
自
ら
先
頭
に

立
ち
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て

尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。
10
月
に

行
わ
れ
る
町
長
選
に
立
候
補
の

意
思
は
あ
る
か

町
長

　第
２
期
総
合
戦
略
に
盛
り

込
ん
だ
様
々
な
施
策
の
実
現
に

向
け
、
着
実
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
、

次
期
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
に

つ
い
て
質
問
の
通
告
を
い
た
だ

き
、
自
問
自
答
す
る
中
で
引
き

続
き
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
立
候
補
す
る
決
意

を
固
め
た
。

問
　
道
路
・
河
川
・
橋
梁
な
ど
の

社
会
資
本
の
充
実
を
図
る
べ
き

だ
が
、
２
年
度
の
予
算
措
置
は

建
設
課
長

　25
年
度
か
ら
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
や
住
宅
建
築

物
の
耐
震
化
を
中
心
に
取
り
組

　

町
長
選
に
立
候
補
の
意
思
は
あ
る
か

様
々
な
施
策
の
実
現
に
向
け
立
候
補
を
固
め
た

問答社
会
資
本
整
備
事
業

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
課
題

若
者
単
身
者
用
町
営
住
宅

第
二
次
身
延
町
総
合
計
画

森
林
整
備
計
画

クラフトパーク
「サバイバルの森」植樹エリア

伊藤　達美 議員

一般質問

い  とう       たつ み

一般質問一般質問
ここが聞きたい！ここが聞きたい！
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問
　
買
い
物
が
で
き
な
く
て
困
っ

て
い
る
町
民
が
い
る
こ
と
に
対

し
て
町
に
危
機
感
が
な
い
と
思

う
が

町
長
　
ま
ず
は
家
族
・
親
族
に
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
。
す
べ
て

の
町
民
の
要
望
に
行
政
が
応
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
も
う
少
し

調
査
を
し
た
い
。

問
　
公
営
住
宅
へ
入
居
す
る
際
の

連
帯
保
証
人
不
要
の
条
例
改
正

が
東
京
都
で
行
わ
れ
た
。

　
　
連
帯
保
証
人
制
度
を
町
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

建
設
課
長
　
安
定
し
た
家
賃
収
入

を
確
保
す
る
た
め
に
、
滞
納
の

抑
止
効
果
が
あ
り
、
緊
急
時
の

連
絡
先
の
役
割
も
あ
る
。

　
　
一
方
、
国
か
ら
の
通
達
も
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
ぬ
く
も
り
の
会
の
買
い
物
代

行
も
あ
り
、
自
分
に
あ
っ
た
支

援
や
買
い
物
方
法
を
選
択
し
て

欲
し
い
。

員
会
で
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。

　問
　
買
い
物
が
で
き
ず
に
困
っ
て

い
る
町
民
は
、
今
や
山
間
地
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
た
が
、

町
と
し
て
実
態
の
把
握
は
さ
れ

て
い
る
の
か

福
祉
保
健
課
長
　
65
歳
以
上
の
一

般
の
方
な
ら
び
に
要
支
援
者
約

６
０
０
人
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
し

た
結
果
、
自
分
で
買
い
物
が
で

き
る
約
72
％
、
で
き
る
が
し
て

い
な
い
約
17
％
、
で
き
な
い
約

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
支
援
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か

福
祉
保
健
課
長
　
軽
度
生
活
援
助

事
業
の
買
い
物
代
行
や
介
護
保

険
制
度
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
買
い
物
代
行
で
支
援
し
て
い

る
。

　
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
町
営
バ
ス

の
運
行
に
も
力
を
い
れ
、
大
勢

問
　
全
国
的
に
教
員
の
過
労
死
や

心
身
を
病
ん
で
の
休
職
・
退
職

が
あ
と
を
た
た
な
い
状
況
だ
。

　
本
町
に
お
け
る
教
員
の
勤
務

時
間
の
把
握
は

学
校
教
育
課
長
　
県
教
委
が
作
成

し
た
出
勤
退
出
記
録
表
に
パ
ソ

コ
ン
で
各
自
が
時
刻
を
入
力
し
、

各
学
校
か
ら
四
半
期
ご
と
に
報

告
を
受
け
把
握
を
し
て
い
る
。

問
　
勤
務
時
間
の
実
態
は

学
校
教
育
課
長

　第
３
四
半
期
ま

で
の
月
平
均
の
時
間
外
勤
務
は
、

身
延
清
稜
小
が
約
39
時
間
、
下

山
小
が
約
37
時
間
、
身
延
小
が

約
48
時
間
、
身
延
中
は
約
62
時

間
で
一
番
多
く
一
日
平
均
３
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
改
善
策
は
ど
う
考
え
る
か

学
校
教
育
課
長
　
県
議
会
で
も
審

議
中
だ
が
時
間
外
勤
務
の
上
限

を
例
規
に
定
め
、
業
務
量
の
適

切
な
管
理
を
行
う
。
29
年
度
に

設
置
し
た
多
忙
化
対
策
検
討
委

　

教
員
の
多
忙
化
の
改
善
策
は

現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

問答

一般質問

公
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人

の
廃
止
を

渡辺　文子 議員
わたなべ　　ふみ  こ

買
い
物
弱
者
対
策

各地を巡回している　民間移動販売車
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野島　俊博 議員

（
要
望
）

　
今
回
の
職
員
不
祥
事
を
受
け
、

再
発
防
止
に
向
け
、
全
職
員
が
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益

の
た
め
に
倫
理
保
持
、
お
よ
び
公

正
な
職
務
遂
行
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
公
務
員
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
法
令
順
守
、
服
務
規

律
の
徹
底
を
図
り
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

で
町
民
の
信
頼
の
回
復
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
日
頃
か
ら
、
上
司
や
同
僚
に
報

告
・
連
絡
・
相
談
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
）
を
し
っ
か
り
行
い
、
緊
急
性
、

重
要
性
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
チ
ー
ム
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
民
か
ら
の
期
待
に
応
え
、
信

頼
さ
れ
る
職
場
と
な
る
た
め
に
、

職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
服
務
規

律
等
を
守
り
、
町
役
場
と
し
て
期

待
さ
れ
る
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
緊
急
連
絡
網
の
最
新
版
は
。

ま
た
、
変
更
す
る
事
項
は
あ
る

か
総
務
課
長

　現
状
に
お
い
て
変
更

す
る
予
定
は
な
い
が
、
内
容
等
、

そ
れ
に
か
か
る
も
の
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
都
度
変
更
す
る
。

問
　
各
室
・
部
屋
の
管
理
者
（
責

任
者
）
の
選
任
は
あ
る
か

総
務
課
長

　現
在
、
各
室
・
部
屋

に
つ
い
て
は
管
理
者
（
責
任

者
）
の
選
任
は
な
い
。

問
　
休
業
日
前
後
の
施
錠
点
検
は

総
務
課
長

　本
庁
舎
に
お
い
て
は
、

宿
直
お
よ
び
日
直
者
が
対
応
す

る
。

　
　
各
支
所
で
は
、
土
日
に
日
直

者
が
最
終
施
錠
と
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
各
出
先
機
関

は
最
終
施
錠
者
が
施
錠
等
の
確

認
を
行
う
。

問
　
緊
急
時
の
連
絡
先
等
の
周
知

に
つ
い
て
誰
で
も
分
る
よ
う
に

し
て
あ
る
の
か

総
務
課
長

　職
員
服
務
規
程
第
30

条
に
よ
り
連
絡
体
制
を
作
成
し

て
お
り
、
緊
急
時
の
連
絡
に
お

い
て
も
そ
の
連
絡
体
制
に
よ
り

周
知
し
て
い
る
。

　
　
緊
急
連
絡
に
つ
い
て
は
、
職

員
ま
た
は
課
長
に
よ
り
課
内
連

絡
を
行
う
と
と
も
に
総
務
課
長

に
連
絡
、
総
務
課
長
が
緊
急
連

絡
網
に
従
い
、
教
育
長
、
副
町

長
、
町
長
に
連
絡
を
取
り
、
各

課
長
へ
の
連
絡
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
庁
舎
お
よ
び
出
先
機
関
等
の

鍵
の
管
理
は

総
務
課
長

　本
庁
舎
の
鍵
は
、
総

務
課
が
管
理
し
て
い
る
。

　
　
出
先
機
関
は
、
施
設
管
理
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
設
置
の

鍵
ボ
ッ
ク
ス
で
管
理
し
て
い
る
。

問
　
本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
点

検
は

総
務
課
長

　本
庁
舎
に
つ
い
て
は

宿
日
直
の
職
員
が
い
て
、
そ
の

日
の
施
錠
を
行
う
者
が
各
部
屋

の
施
錠
状
況
な
ど
を
点
検
し
て

い
る
。

　
　
各
出
先
機
関
に
お
い
て
も
最

終
施
錠
者
が
各
部
屋
の
施
錠
確

認
等
を
点
検
す
る
。

問
　
防
犯
セ
ン
サ
ー
等
の
設
置
は

総
務
課
長

　警
備
会
社
と
業
務
委

託
に
よ
り
、
窓
・
扉
な
ど
外
部

か
ら
の
侵
入
の
恐
れ
が
あ
る
場

所
、
お
よ
び
内
部
監
視
の
た
め

機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

防
犯
セ
ン
サ
ー
等
の
設
置
は

警
備
会
社
と
業
務
委
託
に
よ
り
設
置

問答

一般質問

の  じま      としひろ
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問
　
買
い
物
が
で
き
な
く
て
困
っ

て
い
る
町
民
が
い
る
こ
と
に
対

し
て
町
に
危
機
感
が
な
い
と
思

う
が

町
長
　
ま
ず
は
家
族
・
親
族
に
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
。
す
べ
て

の
町
民
の
要
望
に
行
政
が
応
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
も
う
少
し

調
査
を
し
た
い
。

問
　
公
営
住
宅
へ
入
居
す
る
際
の

連
帯
保
証
人
不
要
の
条
例
改
正

が
東
京
都
で
行
わ
れ
た
。

　
　
連
帯
保
証
人
制
度
を
町
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

建
設
課
長
　
安
定
し
た
家
賃
収
入

を
確
保
す
る
た
め
に
、
滞
納
の

抑
止
効
果
が
あ
り
、
緊
急
時
の

連
絡
先
の
役
割
も
あ
る
。

　
　
一
方
、
国
か
ら
の
通
達
も
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
ぬ
く
も
り
の
会
の
買
い
物
代

行
も
あ
り
、
自
分
に
あ
っ
た
支

援
や
買
い
物
方
法
を
選
択
し
て

欲
し
い
。

員
会
で
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。

　問
　
買
い
物
が
で
き
ず
に
困
っ
て

い
る
町
民
は
、
今
や
山
間
地
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
た
が
、

町
と
し
て
実
態
の
把
握
は
さ
れ

て
い
る
の
か

福
祉
保
健
課
長
　
65
歳
以
上
の
一

般
の
方
な
ら
び
に
要
支
援
者
約

６
０
０
人
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
し

た
結
果
、
自
分
で
買
い
物
が
で

き
る
約
72
％
、
で
き
る
が
し
て

い
な
い
約
17
％
、
で
き
な
い
約

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
支
援
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か

福
祉
保
健
課
長
　
軽
度
生
活
援
助

事
業
の
買
い
物
代
行
や
介
護
保

険
制
度
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
買
い
物
代
行
で
支
援
し
て
い

る
。

　
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
町
営
バ
ス

の
運
行
に
も
力
を
い
れ
、
大
勢

問
　
全
国
的
に
教
員
の
過
労
死
や

心
身
を
病
ん
で
の
休
職
・
退
職

が
あ
と
を
た
た
な
い
状
況
だ
。

　
本
町
に
お
け
る
教
員
の
勤
務

時
間
の
把
握
は

学
校
教
育
課
長
　
県
教
委
が
作
成

し
た
出
勤
退
出
記
録
表
に
パ
ソ

コ
ン
で
各
自
が
時
刻
を
入
力
し
、

各
学
校
か
ら
四
半
期
ご
と
に
報

告
を
受
け
把
握
を
し
て
い
る
。

問
　
勤
務
時
間
の
実
態
は

学
校
教
育
課
長

　第
３
四
半
期
ま

で
の
月
平
均
の
時
間
外
勤
務
は
、

身
延
清
稜
小
が
約
39
時
間
、
下

山
小
が
約
37
時
間
、
身
延
小
が

約
48
時
間
、
身
延
中
は
約
62
時

間
で
一
番
多
く
一
日
平
均
３
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
改
善
策
は
ど
う
考
え
る
か

学
校
教
育
課
長
　
県
議
会
で
も
審

議
中
だ
が
時
間
外
勤
務
の
上
限

を
例
規
に
定
め
、
業
務
量
の
適

切
な
管
理
を
行
う
。
29
年
度
に

設
置
し
た
多
忙
化
対
策
検
討
委

　

教
員
の
多
忙
化
の
改
善
策
は

現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

問答

一般質問

公
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人

の
廃
止
を

渡辺　文子 議員
わたなべ　　ふみ  こ

買
い
物
弱
者
対
策

各地を巡回している　民間移動販売車
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野島　俊博 議員

（
要
望
）

　
今
回
の
職
員
不
祥
事
を
受
け
、

再
発
防
止
に
向
け
、
全
職
員
が
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益

の
た
め
に
倫
理
保
持
、
お
よ
び
公

正
な
職
務
遂
行
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
公
務
員
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
法
令
順
守
、
服
務
規

律
の
徹
底
を
図
り
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

で
町
民
の
信
頼
の
回
復
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
日
頃
か
ら
、
上
司
や
同
僚
に
報

告
・
連
絡
・
相
談
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
）
を
し
っ
か
り
行
い
、
緊
急
性
、

重
要
性
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
チ
ー
ム
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
民
か
ら
の
期
待
に
応
え
、
信

頼
さ
れ
る
職
場
と
な
る
た
め
に
、

職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
服
務
規

律
等
を
守
り
、
町
役
場
と
し
て
期

待
さ
れ
る
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
緊
急
連
絡
網
の
最
新
版
は
。

ま
た
、
変
更
す
る
事
項
は
あ
る

か
総
務
課
長

　現
状
に
お
い
て
変
更

す
る
予
定
は
な
い
が
、
内
容
等
、

そ
れ
に
か
か
る
も
の
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
都
度
変
更
す
る
。

問
　
各
室
・
部
屋
の
管
理
者
（
責

任
者
）
の
選
任
は
あ
る
か

総
務
課
長

　現
在
、
各
室
・
部
屋

に
つ
い
て
は
管
理
者
（
責
任

者
）
の
選
任
は
な
い
。

問
　
休
業
日
前
後
の
施
錠
点
検
は

総
務
課
長

　本
庁
舎
に
お
い
て
は
、

宿
直
お
よ
び
日
直
者
が
対
応
す

る
。

　
　
各
支
所
で
は
、
土
日
に
日
直

者
が
最
終
施
錠
と
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
各
出
先
機
関

は
最
終
施
錠
者
が
施
錠
等
の
確

認
を
行
う
。

問
　
緊
急
時
の
連
絡
先
等
の
周
知

に
つ
い
て
誰
で
も
分
る
よ
う
に

し
て
あ
る
の
か

総
務
課
長

　職
員
服
務
規
程
第
30

条
に
よ
り
連
絡
体
制
を
作
成
し

て
お
り
、
緊
急
時
の
連
絡
に
お

い
て
も
そ
の
連
絡
体
制
に
よ
り

周
知
し
て
い
る
。

　
　
緊
急
連
絡
に
つ
い
て
は
、
職

員
ま
た
は
課
長
に
よ
り
課
内
連

絡
を
行
う
と
と
も
に
総
務
課
長

に
連
絡
、
総
務
課
長
が
緊
急
連

絡
網
に
従
い
、
教
育
長
、
副
町

長
、
町
長
に
連
絡
を
取
り
、
各

課
長
へ
の
連
絡
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
庁
舎
お
よ
び
出
先
機
関
等
の

鍵
の
管
理
は

総
務
課
長

　本
庁
舎
の
鍵
は
、
総

務
課
が
管
理
し
て
い
る
。

　
　
出
先
機
関
は
、
施
設
管
理
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
設
置
の

鍵
ボ
ッ
ク
ス
で
管
理
し
て
い
る
。

問
　
本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
点

検
は

総
務
課
長

　本
庁
舎
に
つ
い
て
は

宿
日
直
の
職
員
が
い
て
、
そ
の

日
の
施
錠
を
行
う
者
が
各
部
屋

の
施
錠
状
況
な
ど
を
点
検
し
て

い
る
。

　
　
各
出
先
機
関
に
お
い
て
も
最

終
施
錠
者
が
各
部
屋
の
施
錠
確

認
等
を
点
検
す
る
。

問
　
防
犯
セ
ン
サ
ー
等
の
設
置
は

総
務
課
長

　警
備
会
社
と
業
務
委

託
に
よ
り
、
窓
・
扉
な
ど
外
部

か
ら
の
侵
入
の
恐
れ
が
あ
る
場

所
、
お
よ
び
内
部
監
視
の
た
め

機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

防
犯
セ
ン
サ
ー
等
の
設
置
は

警
備
会
社
と
業
務
委
託
に
よ
り
設
置

問答

一般質問

の  じま      としひろ
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問
　
町
立
保
育
所
の
統
廃
合
は

子
育
て
支
援
課
長
　
町
立
保
育
所

の
統
廃
合
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
育
所
を
運

営
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

問
　
10
月
の
次
期
町
長
選
挙
へ
の

立
候
補
要
請
に
、
町
長
の
再
選

に
向
け
た
決
意
は

町
長
　
地
区
、
団
体
の
皆
様
か
ら

立
候
補
要
請
を
受
け
、
自
問
自

答
す
る
中
、
私
は
10
月
の
任
期

満
了
以
降
も
引
き
続
き
町
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

立
候
補
す
る
決
意
を
固
め
た
。

　
２
期
目
を
お
任
せ
い
た
だ
け

る
な
ら
、
身
延
町
の
た
め
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
る
。

問
　
峡
南
高
校
は
３
年
３
月
に
廃

校
が
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

三
沢
地
区
の
災
害
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
で
は
廃

校
後
の
利
用
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

交
通
防
災
課
長
　
峡
南
高
校
の
再

編
整
備
に
伴
う
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
か
ら
明
確

に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
今
後
も
避
難
所
と
し
て
活
用

で
き
る
か
に
つ
い
て
は
県
と
協

議
を
し
て
行
き
た
い
。

総
務
課
長

　朝
礼
は
各
課
で
実
施

し
て
い
る
。
課
員
へ
の
連
絡
及

び
報
告
、
当
日
の
予
定
等
に
つ

い
て
確
認
し
共
有
し
あ
い
、
職

務
が
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も

励
行
し
て
行
き
た
い
。

問
　
元
年
４
月
よ
り
道
徳
の
時
間

が
中
学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
授
業

を
行
っ
て
い
る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
教
育
の
根
本
精

神
に
基
づ
き
、
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
考
え
、
主
体
的
な
判

断
の
も
と
に
行
動
し
、
自
立
し

た
人
間
と
し
て
他
者
と
共
に
よ

り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
道
徳
性
を
養
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　
　
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
は

教
育
活
動
の
中
で
、
道
徳
的
判

断
力
、
道
徳
的
心
情
、
道
徳
的

実
践
意
欲
と
態
度
を
養
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
　
２
月
１
日
の
朝
刊
で
町
職
員

に
よ
る
盗
撮
事
件
の
報
道
が
あ

っ
た
。
町
民
は
大
変
な
驚
き
と

衝
撃
を
受
け
た
。
町
の
規
定
に

は
職
員
倫
理
規
程
と
い
う
も
の

が
あ
る
が
、
今
ま
で
職
員
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
倫
理
指
導
を

し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後

ど
の
よ
う
な
倫
理
指
導
・
教

育
・
研
修
を
す
る
の
か

総
務
課
長
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

遵
守
「
法
令
遵
守
」
、
町
長
の

訓
示
や
課
長
会
議
な
ど
に
よ
り
、

職
員
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
元
年
は
11
月
25
日
に
午
前
・

午
後
の
２
回
に
分
け
て
研
修
を

行
っ
た
。
今
回
の
不
祥
事
を
受

け
、
全
職
員
が
受
講
で
き
る
よ

う
２
月
20
日
、
21
日
午
前
２
回

に
分
け
て
計
４
回
の
研
修
を
実

施
し
た
。
今
後
は
、
少
な
く
と

も
年
１
回
、
で
き
れ
ば
年
２
回

の
研
修
を
行
っ
て
い
く
計
画
。

問
　
職
場
の
朝
礼
は
大
変
重
要
だ

と
思
う
。
各
課
の
実
施
状
況
は

　

町
職
員
の
倫
理
指
導
、
教
育
、
研
修
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
徹
底
を
図
る

問答

一般質問

中
学
校
の
特
別
教
科
道
徳

峡
南
高
等
学
校

町
立
保
育
所

次
期
町
長
選
挙

上田　孝二 議員
うえ  だ      こう  じ

廃校になる峡南高等学校
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主な死因の構成割合（平成 30年）

がん 27.4％

心疾患 15.3％

老衰.8.0％

脳血管疾患

7.9％

肺炎 6.9％

不慮の事故 3.0％

誤嚥性肺炎 2.8％

血管性及び不明の
認知症1.5％

自殺 1.5％

その他 23.6％

腎不全 1.9％

赤池　　朗 議員

問
　
町
内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
来
訪

者
の
状
況
は

観
光
課
長

　30
年
度
は
山
梨
県
に

３
７
６
９
万
人
。
峡
南
地
方
に

は
９
４
１
８
人
。
外
国
人
観
光

客
は
日
本
人
を
上
回
り
、
前
年

比
約
19
％
増
。

問
　
南
都
留
中
部
商
工
会
婦
人
部

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
、

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
会

話
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
独
自
で
作

成
し
た
。
本
町
の
考
え
は

観
光
課
長

　元
年
度
は
身
延
山
・

下
部
両
観
光
協
会
で
英
語
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
協
議
会
は
、
身
延
山
を

中
心
と
し
た
周
遊
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
会
話
集

や
指
さ
し
会
話
テ
キ
ス
ト
な
ど

の
作
成
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

や
観
光
協
会
と
連
携
し
、
検
討

す
る
。

福
祉
保
健
課
長

　新
た
な
が
ん
対

策
に
つ
い
て
も
広
く
情
報
を
収

集
す
る
中
で
調
査
・
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

問
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
本
町
の
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か

町
長

　人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進

展
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
個
人
住
民
税
、

地
方
交
付
税
の
減
額
が
見
込
ま

れ
、
今
後
の
町
財
政
運
営
は
非

常
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

問
　
10
月
の
町
長
選
挙
に
、
再
び

立
候
補
す
る
気
持
ち
が
あ
る
か

そ
の
決
意
は

町
長

　次
期
町
長
選
に
立
候
補
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
こ

の
身
延
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
全

精
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
　
線
虫
を
利
用
し
て
尿
１
滴
で
、

が
ん
の
有
無
を
検
査
で
き
る
方

法
「
エ
ヌ
ノ
ー
ズ
」
を
希
望
す

る
人
に
集
団
検
診
の
項
目
に
追

加
出
来
な
い
か

問
　
４
年
前
な
ぜ
副
町
長
か
ら
町

長
に
な
ろ
う
と
し
た
の
か

町
長

　副
町
長
と
し
て
第
１
期
身

延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
お
よ
び
実

施
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

   

　
前
町
長
か
ら
、
私
を
後
任
に

と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
熟
慮
に

熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
生
ま
れ

育
っ
た
自
慢
の
ふ
る
さ
と
の
身

延
町
を
少
し
で
も
元
気
な
町
に

し
た
い
、
ま
た
恩
返
し
が
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
。

問
　
今
ま
で
の
約
３
年
半
を
振
り

返
り
、
自
己
評
価
は

町
長

　第
１
期
総
合
戦
略
に
掲
げ

た
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
若
年
層
が
少
な
く
非
常

に
高
齢
化
率
が
高
い
本
町
の
年

齢
構
造
か
ら
見
て
も
厳
し
い
状

況
と
は
い
え
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
事
態
は
重

く
受
け
止
め
て
い
る

　

10
月
の
町
長
選
挙
に
、
再
び
立
候
補
す
る
か

引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
に
全
精
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む

問答

一般質問

あかいけ　　　  あきら

が
ん
の
早
期
発
見

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
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問
　
町
立
保
育
所
の
統
廃
合
は

子
育
て
支
援
課
長
　
町
立
保
育
所

の
統
廃
合
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
育
所
を
運

営
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

問
　
10
月
の
次
期
町
長
選
挙
へ
の

立
候
補
要
請
に
、
町
長
の
再
選

に
向
け
た
決
意
は

町
長
　
地
区
、
団
体
の
皆
様
か
ら

立
候
補
要
請
を
受
け
、
自
問
自

答
す
る
中
、
私
は
10
月
の
任
期

満
了
以
降
も
引
き
続
き
町
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

立
候
補
す
る
決
意
を
固
め
た
。

　
２
期
目
を
お
任
せ
い
た
だ
け

る
な
ら
、
身
延
町
の
た
め
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
る
。

問
　
峡
南
高
校
は
３
年
３
月
に
廃

校
が
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

三
沢
地
区
の
災
害
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
で
は
廃

校
後
の
利
用
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

交
通
防
災
課
長
　
峡
南
高
校
の
再

編
整
備
に
伴
う
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
か
ら
明
確

に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
今
後
も
避
難
所
と
し
て
活
用

で
き
る
か
に
つ
い
て
は
県
と
協

議
を
し
て
行
き
た
い
。

総
務
課
長

　朝
礼
は
各
課
で
実
施

し
て
い
る
。
課
員
へ
の
連
絡
及

び
報
告
、
当
日
の
予
定
等
に
つ

い
て
確
認
し
共
有
し
あ
い
、
職

務
が
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も

励
行
し
て
行
き
た
い
。

問
　
元
年
４
月
よ
り
道
徳
の
時
間

が
中
学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
授
業

を
行
っ
て
い
る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
教
育
の
根
本
精

神
に
基
づ
き
、
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
考
え
、
主
体
的
な
判

断
の
も
と
に
行
動
し
、
自
立
し

た
人
間
と
し
て
他
者
と
共
に
よ

り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
道
徳
性
を
養
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　
　
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
は

教
育
活
動
の
中
で
、
道
徳
的
判

断
力
、
道
徳
的
心
情
、
道
徳
的

実
践
意
欲
と
態
度
を
養
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
　
２
月
１
日
の
朝
刊
で
町
職
員

に
よ
る
盗
撮
事
件
の
報
道
が
あ

っ
た
。
町
民
は
大
変
な
驚
き
と

衝
撃
を
受
け
た
。
町
の
規
定
に

は
職
員
倫
理
規
程
と
い
う
も
の

が
あ
る
が
、
今
ま
で
職
員
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
倫
理
指
導
を

し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後

ど
の
よ
う
な
倫
理
指
導
・
教

育
・
研
修
を
す
る
の
か

総
務
課
長
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

遵
守
「
法
令
遵
守
」
、
町
長
の

訓
示
や
課
長
会
議
な
ど
に
よ
り
、

職
員
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
元
年
は
11
月
25
日
に
午
前
・

午
後
の
２
回
に
分
け
て
研
修
を

行
っ
た
。
今
回
の
不
祥
事
を
受

け
、
全
職
員
が
受
講
で
き
る
よ

う
２
月
20
日
、
21
日
午
前
２
回

に
分
け
て
計
４
回
の
研
修
を
実

施
し
た
。
今
後
は
、
少
な
く
と

も
年
１
回
、
で
き
れ
ば
年
２
回

の
研
修
を
行
っ
て
い
く
計
画
。

問
　
職
場
の
朝
礼
は
大
変
重
要
だ

と
思
う
。
各
課
の
実
施
状
況
は

　

町
職
員
の
倫
理
指
導
、
教
育
、
研
修
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
徹
底
を
図
る

問答

一般質問

中
学
校
の
特
別
教
科
道
徳

峡
南
高
等
学
校

町
立
保
育
所

次
期
町
長
選
挙

上田　孝二 議員
うえ  だ      こう  じ

廃校になる峡南高等学校
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主な死因の構成割合（平成 30年）

がん 27.4％

心疾患 15.3％

老衰.8.0％

脳血管疾患

7.9％

肺炎 6.9％

不慮の事故 3.0％

誤嚥性肺炎 2.8％

血管性及び不明の
認知症1.5％

自殺 1.5％

その他 23.6％

腎不全 1.9％

赤池　　朗 議員

問
　
町
内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
来
訪

者
の
状
況
は

観
光
課
長

　30
年
度
は
山
梨
県
に

３
７
６
９
万
人
。
峡
南
地
方
に

は
９
４
１
８
人
。
外
国
人
観
光

客
は
日
本
人
を
上
回
り
、
前
年

比
約
19
％
増
。

問
　
南
都
留
中
部
商
工
会
婦
人
部

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
、

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
会

話
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
独
自
で
作

成
し
た
。
本
町
の
考
え
は

観
光
課
長

　元
年
度
は
身
延
山
・

下
部
両
観
光
協
会
で
英
語
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
協
議
会
は
、
身
延
山
を

中
心
と
し
た
周
遊
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
会
話
集

や
指
さ
し
会
話
テ
キ
ス
ト
な
ど

の
作
成
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

や
観
光
協
会
と
連
携
し
、
検
討

す
る
。

福
祉
保
健
課
長

　新
た
な
が
ん
対

策
に
つ
い
て
も
広
く
情
報
を
収

集
す
る
中
で
調
査
・
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

問
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
本
町
の
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か

町
長

　人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進

展
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
個
人
住
民
税
、

地
方
交
付
税
の
減
額
が
見
込
ま

れ
、
今
後
の
町
財
政
運
営
は
非

常
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

問
　
10
月
の
町
長
選
挙
に
、
再
び

立
候
補
す
る
気
持
ち
が
あ
る
か

そ
の
決
意
は

町
長

　次
期
町
長
選
に
立
候
補
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
こ

の
身
延
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
全

精
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
　
線
虫
を
利
用
し
て
尿
１
滴
で
、

が
ん
の
有
無
を
検
査
で
き
る
方

法
「
エ
ヌ
ノ
ー
ズ
」
を
希
望
す

る
人
に
集
団
検
診
の
項
目
に
追

加
出
来
な
い
か

問
　
４
年
前
な
ぜ
副
町
長
か
ら
町

長
に
な
ろ
う
と
し
た
の
か

町
長

　副
町
長
と
し
て
第
１
期
身

延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
お
よ
び
実

施
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

   

　
前
町
長
か
ら
、
私
を
後
任
に

と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
熟
慮
に

熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
生
ま
れ

育
っ
た
自
慢
の
ふ
る
さ
と
の
身

延
町
を
少
し
で
も
元
気
な
町
に

し
た
い
、
ま
た
恩
返
し
が
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
。

問
　
今
ま
で
の
約
３
年
半
を
振
り

返
り
、
自
己
評
価
は

町
長

　第
１
期
総
合
戦
略
に
掲
げ

た
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
若
年
層
が
少
な
く
非
常

に
高
齢
化
率
が
高
い
本
町
の
年

齢
構
造
か
ら
見
て
も
厳
し
い
状

況
と
は
い
え
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
事
態
は
重

く
受
け
止
め
て
い
る

　

10
月
の
町
長
選
挙
に
、
再
び
立
候
補
す
る
か

引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
に
全
精
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む

問答

一般質問

あかいけ　　　  あきら

が
ん
の
早
期
発
見

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応



11　みのぶ議会だより No.62

　
観
光
課
関
係

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

減
額
の
原
因
は

答

　低
所
得
者
、
子
育
て
支
援
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
が
、
魅
力

が
薄
か
っ
た
こ
と
が
低
調
の
原

因
と
考
え
る
。

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費

と
は
な
に
か

答

　町
立
学
校
児
童
生
徒
特
別
支

援
学
級
就
学
奨
励
費
支
給
要
綱

に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
級
の
入
級
児
童
生

徒
に
対
す
る
学
用
品
費
や
通
学

用
品
費
等
で
あ
る
。

問

　就
学
援
助
の
対
象
人
数
は
何

人
か

答

　小
学
校
が
22
人
、
中
学
校
が

23
人
で
、
対
象
世
帯
数
は
34
世

帯
で
あ
る
。

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　購
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

方
針
は

答

　災
害
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
、

飛
行
訓
練
を
兼
ね
た
広
報
に
関

す
る
空
撮
に
活
用
す
る
。

　
建
設
課
関
係

問

　木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
今
ま
で
の
実
績
は

答

　元
年
度
は
無
か
っ
た
た
め
減

額
し
た
が
、
過
去
に
１
件
あ
っ

た
。

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は

何
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
か

答

　対
象
者
は
２
８
０
０
人
で
、

こ
の
う
ち
商
品
券
引
換
券
を
送

付
し
た
方
は
６
７
７
人
、
率
に

す
る
と
24
．
２
％
と
な
る
。

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
小
学
校
が
臨
時

休
業
し
て
い
る
が
、
学
童
保
育

室
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か

答

　家
庭
で
ひ
と
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
を
各
小
学

校
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

希
望
者
に
つ
い
て
は
、
午
後
６

時
30
分
ま
で
学
童
保
育
室
で
受

け
入
れ
を
し
て
い
る
。

▼
議
案
第
28
号

２
年
度
一
般
会
計
予
算
　

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
送
付

業
務
は
、
ど
の
よ
う
な
返
礼
品

が
あ
る
か

答

　現
在
１
１
５
品
目
で
、
内
容

は
印
鑑
、
豆
餅
、
プ
リ
ン
、
あ

け
ぼ
の
大
豆
関
連
、
ゆ
ば
、
水

な
ど
の
特
産
品
。
ま
た
、
宿
泊

施
設
の
宿
泊
券
や
食
堂
の
商
品

を
冷
凍
し
た
も
の
も
あ
る
。

問

　移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

業
務
の
内
容
は

答

　空
き
家
バ
ン
ク
・
土
地
バ
ン

ク
の
紹
介
、
移
住
者
・
移
住
希

望
者
の
相
談
対
応
、
移
住
相
談

会
へ
の
参
加
で
あ
る
。

問

　オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
目
標
は

答

　庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
活
用
・
運
用
の

計
画
を
し
っ
か
り
立
て
目
標
設

定
を
行
う
。

問

　田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
の
利

用
状
況
は

答

　清
子
館
と
古
関
館
の
２
館
あ

る
が
、
清
子
館
に
つ
い
て
は
７

月
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。
古

関
館
に
つ
い
て
は
30
年
度
か
ら

利
用
者
が
い
な
い
。
今
年
２
人

の
方
に
見
学
し
て
も
ら
っ
た
が
、

老
朽
化
が
著
し
く
利
用
ま
で
い

た
ら
な
か
っ
た
。

問

　体
験
施
設
を
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。
田
舎
暮

ら
し
が
良
い
と
思
え
る
施
設
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か

答

　様
々
な
方
を
受
け
入
れ
る
に

は
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
状
態
の

施
設
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
現
在
の
施
設
は
、
所
有
者
か

ら
無
償
で
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、

今
後
、
町
か
ら
求
め
て
い
く
姿

勢
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
課
関
係

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
れ
ば
す
べ
て
網
羅
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
か

答

　そ
の
と
お
り
。

問

　マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

答

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
、
マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ
を
設
定

し
た
人
が
、
２
年
７
月
以
降
申

し
込
み
を
し
、
利
用
可
能
な
店

舗
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買

い
物
を
す
る
と
、
最
大
で
一
人

５
０
０
０
円
分
の
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
」
が
も
ら
え
る
。

　
産
業
課
関
係

問

　あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点
施
設
販

売
収
入
の
内
訳
及
び
そ
の
販
路

は
答

　味
噌
１
０
０
万
円
、
蒸
し
大

豆
１
０
０
万
円
、
む
き
枝
豆
20

万
円
、
シ
ュ
ー
マ
イ
等
加
工
品

６
０
０
万
円
、
枝
豆
Ｂ
級
品
１

８
０
万
円
。
販
路
は
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
出
店
、
ス
ー
パ
ー
で
の

店
舗
販
売
、
ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト
、

贈
答
品
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
中
富
直
売
所

だ
け
で
な
く
県
内
各
所
で
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
交
渉
し
て
い

る
。

　
建
設
課
関
係

問

　危
険
空
き
家
等
解
体
費
補
助

金
が
新
設
と
な
っ
た
が
、
町
外

者
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
周
知

す
る
の
か

答

　町
外
者
に
つ
い
て
は
、
沿
道

の
危
険
空
き
家
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
戸
別
に
郵
送
す
る
予
定

で
あ
る
。
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常任委員会レポート

▼
議
案
第
22
号
　
　
　
　
　
　
　

　
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　移
住
・
定
住
の
促
進
事
業
、

報
償
費
２
０
０
万
減
額
内
訳
は

答

　４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
実
績

と
な
る
。
新
築
住
宅
祝
金
は
、

町
内
新
築
転
入
が
０
件
、
町
の

分
譲
地
に
住
宅
新
築
が
２
件
、

住
宅
購
入
祝
金
は
空
き
家
バ
ン

ク
で
購
入
転
入
が
１
件
、
引
っ

越
し
祝
金
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

賃
貸
借
契
約
転
入
が
１
件
で
あ

っ
た
。

　
町
民
係
課
関
係

問

　個
人
番
号
カ
ー
ド
事
業
費
の

増
額
は
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

に
か
か
る
分
か

答

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
事
務

費
の
計
上
。

　
産
業
課
関
係

問

　大
豆
枝
豆
出
荷
奨
励
金
に
つ

い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
出
荷
量

が
増
え
た
の
か

答

　枝
豆
の
出
荷
量
は
４
ト
ン
増

え
た
。
大
豆
に
つ
い
て
も
確
実

に
出
荷
量
が
増
え
て
い
る
と
見

込
ま
れ
る
た
め
増
額
し
た
。

◎
廃
校
舎
活
用
場
所

「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
聖
地
　

　
本
栖
高
校
（
旧
下
部
中
学
校
）

　
五
条
ヶ
丘
活
性
化
推
進
協
議
会
会
長
深
山
さ

ん
の
案
内
で
活
用
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

　
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
る
中
で
バ
イ
ク
で
く

る
フ
ァ
ン
も
多
い
の
で
、
駐
車
場
に
は
バ
イ
ク

用
駐
車
場
の
表
示
が
欲
し
い
と
の
事
で
し
た
。

【
現
地
調
査
】

　
　
　
　
３
月
９
日
（
月
）

◎
健
康
増
進
施
設
建
設
予
定
地

下
部
温
泉
駅
西
側
（
富
士
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

跡
地
）

　
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
、
町
の
財
政
上
有
利
な

補
助
金
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
活
用
に
よ
り
施
設

の
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
建
設
予
定
地
を
視
察

し
た
。

予算決算常任委員会 委員長　上　田　孝　二
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観
光
課
関
係

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

減
額
の
原
因
は

答

　低
所
得
者
、
子
育
て
支
援
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
が
、
魅
力

が
薄
か
っ
た
こ
と
が
低
調
の
原

因
と
考
え
る
。

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費

と
は
な
に
か

答

　町
立
学
校
児
童
生
徒
特
別
支

援
学
級
就
学
奨
励
費
支
給
要
綱

に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
級
の
入
級
児
童
生

徒
に
対
す
る
学
用
品
費
や
通
学

用
品
費
等
で
あ
る
。

問

　就
学
援
助
の
対
象
人
数
は
何

人
か

答

　小
学
校
が
22
人
、
中
学
校
が

23
人
で
、
対
象
世
帯
数
は
34
世

帯
で
あ
る
。

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　購
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

方
針
は

答

　災
害
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
、

飛
行
訓
練
を
兼
ね
た
広
報
に
関

す
る
空
撮
に
活
用
す
る
。

　
建
設
課
関
係

問

　木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
今
ま
で
の
実
績
は

答

　元
年
度
は
無
か
っ
た
た
め
減

額
し
た
が
、
過
去
に
１
件
あ
っ

た
。

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は

何
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
か

答

　対
象
者
は
２
８
０
０
人
で
、

こ
の
う
ち
商
品
券
引
換
券
を
送

付
し
た
方
は
６
７
７
人
、
率
に

す
る
と
24
．
２
％
と
な
る
。

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
小
学
校
が
臨
時

休
業
し
て
い
る
が
、
学
童
保
育

室
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か

答

　家
庭
で
ひ
と
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
を
各
小
学

校
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

希
望
者
に
つ
い
て
は
、
午
後
６

時
30
分
ま
で
学
童
保
育
室
で
受

け
入
れ
を
し
て
い
る
。

▼
議
案
第
28
号

２
年
度
一
般
会
計
予
算
　

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
送
付

業
務
は
、
ど
の
よ
う
な
返
礼
品

が
あ
る
か

答

　現
在
１
１
５
品
目
で
、
内
容

は
印
鑑
、
豆
餅
、
プ
リ
ン
、
あ

け
ぼ
の
大
豆
関
連
、
ゆ
ば
、
水

な
ど
の
特
産
品
。
ま
た
、
宿
泊

施
設
の
宿
泊
券
や
食
堂
の
商
品

を
冷
凍
し
た
も
の
も
あ
る
。

問

　移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

業
務
の
内
容
は

答

　空
き
家
バ
ン
ク
・
土
地
バ
ン

ク
の
紹
介
、
移
住
者
・
移
住
希

望
者
の
相
談
対
応
、
移
住
相
談

会
へ
の
参
加
で
あ
る
。

問

　オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
目
標
は

答

　庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
活
用
・
運
用
の

計
画
を
し
っ
か
り
立
て
目
標
設

定
を
行
う
。

問

　田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
の
利

用
状
況
は

答

　清
子
館
と
古
関
館
の
２
館
あ

る
が
、
清
子
館
に
つ
い
て
は
７

月
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。
古

関
館
に
つ
い
て
は
30
年
度
か
ら

利
用
者
が
い
な
い
。
今
年
２
人

の
方
に
見
学
し
て
も
ら
っ
た
が
、

老
朽
化
が
著
し
く
利
用
ま
で
い

た
ら
な
か
っ
た
。

問

　体
験
施
設
を
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。
田
舎
暮

ら
し
が
良
い
と
思
え
る
施
設
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か

答

　様
々
な
方
を
受
け
入
れ
る
に

は
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
状
態
の

施
設
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
現
在
の
施
設
は
、
所
有
者
か

ら
無
償
で
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、

今
後
、
町
か
ら
求
め
て
い
く
姿

勢
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
課
関
係

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
れ
ば
す
べ
て
網
羅
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
か

答

　そ
の
と
お
り
。

問

　マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

答

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
、
マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ
を
設
定

し
た
人
が
、
２
年
７
月
以
降
申

し
込
み
を
し
、
利
用
可
能
な
店

舗
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買

い
物
を
す
る
と
、
最
大
で
一
人

５
０
０
０
円
分
の
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
」
が
も
ら
え
る
。

　
産
業
課
関
係

問

　あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点
施
設
販

売
収
入
の
内
訳
及
び
そ
の
販
路

は
答

　味
噌
１
０
０
万
円
、
蒸
し
大

豆
１
０
０
万
円
、
む
き
枝
豆
20

万
円
、
シ
ュ
ー
マ
イ
等
加
工
品

６
０
０
万
円
、
枝
豆
Ｂ
級
品
１

８
０
万
円
。
販
路
は
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
出
店
、
ス
ー
パ
ー
で
の

店
舗
販
売
、
ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト
、

贈
答
品
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
中
富
直
売
所

だ
け
で
な
く
県
内
各
所
で
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
交
渉
し
て
い

る
。

　
建
設
課
関
係

問

　危
険
空
き
家
等
解
体
費
補
助

金
が
新
設
と
な
っ
た
が
、
町
外

者
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
周
知

す
る
の
か

答

　町
外
者
に
つ
い
て
は
、
沿
道

の
危
険
空
き
家
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
戸
別
に
郵
送
す
る
予
定

で
あ
る
。

No.62 みのぶ議会だより　10

常任委員会レポート

▼
議
案
第
22
号
　
　
　
　
　
　
　

　
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　移
住
・
定
住
の
促
進
事
業
、

報
償
費
２
０
０
万
減
額
内
訳
は

答

　４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
実
績

と
な
る
。
新
築
住
宅
祝
金
は
、

町
内
新
築
転
入
が
０
件
、
町
の

分
譲
地
に
住
宅
新
築
が
２
件
、

住
宅
購
入
祝
金
は
空
き
家
バ
ン

ク
で
購
入
転
入
が
１
件
、
引
っ

越
し
祝
金
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

賃
貸
借
契
約
転
入
が
１
件
で
あ

っ
た
。

　
町
民
係
課
関
係

問

　個
人
番
号
カ
ー
ド
事
業
費
の

増
額
は
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

に
か
か
る
分
か

答

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
事
務

費
の
計
上
。

　
産
業
課
関
係

問

　大
豆
枝
豆
出
荷
奨
励
金
に
つ

い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
出
荷
量

が
増
え
た
の
か

答

　枝
豆
の
出
荷
量
は
４
ト
ン
増

え
た
。
大
豆
に
つ
い
て
も
確
実

に
出
荷
量
が
増
え
て
い
る
と
見

込
ま
れ
る
た
め
増
額
し
た
。

◎
廃
校
舎
活
用
場
所

「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
聖
地
　

　
本
栖
高
校
（
旧
下
部
中
学
校
）

　
五
条
ヶ
丘
活
性
化
推
進
協
議
会
会
長
深
山
さ

ん
の
案
内
で
活
用
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

　
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
る
中
で
バ
イ
ク
で
く

る
フ
ァ
ン
も
多
い
の
で
、
駐
車
場
に
は
バ
イ
ク

用
駐
車
場
の
表
示
が
欲
し
い
と
の
事
で
し
た
。

【
現
地
調
査
】

　
　
　
　
３
月
９
日
（
月
）

◎
健
康
増
進
施
設
建
設
予
定
地

下
部
温
泉
駅
西
側
（
富
士
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

跡
地
）

　
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
、
町
の
財
政
上
有
利
な

補
助
金
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
活
用
に
よ
り
施
設

の
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
建
設
予
定
地
を
視
察

し
た
。

予算決算常任委員会 委員長　上　田　孝　二
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答

　退
職
す
る
自
衛
官
を
山
梨
県

地
方
協
力
本
部
に
推
薦
依
頼
し
、

選
任
し
て
い
た
だ
き
、
幹
部
の

方
を
採
用
す
る
。

問

　常
勤
に
な
る
の
か
。
任
期
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か

答

　常
勤
で
任
期
は
３
年
間
に
な

り
防
災
担
当
に
在
籍
と
な
る
。

問

　防
災
専
門
官
は
自
主
防
災
組

織
で
の
研
修
会
等
に
講
師
と
し

て
来
て
も
ら
え
る
の
か

答

　災
害
時
に
は
災
害
対
策
本
部

の
中
心
と
な
っ
て
危
機
管
理
体

制
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
平
時

で
は
防
災
計
画
の
見
直
し
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
職
員
の
訓

練
、
各
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

等
を
担
当
す
る
。

問

　町
内
に
は
防
災
専
門
官
に
該

当
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
か

答

　今
回
は
即
応
で
き
る
人
物
が

必
要
と
考
え
、
退
職
自
衛
官
の

制
度
に
よ
り
山
梨
県
地
方
協
力

本
部
か
ら
推
薦
を
受
け
１
人
を

採
用
す
る
。

問

　町
内
に
住
ん
で
い
な
け
れ
ば

有
事
の
際
に
即
戦
力
に
な
ら
な

い
の
で
は

　▼
議
案
第
５
号

子
ど
も
・
子
育
て
基
金
条
例
の
制
定

　
財
政
課
関
係

問

　基
金
の
積
立
額
は
。
ま
た
、

積
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は

答

　今
回
の
補
正
予
算
で
一
億
円

を
計
上
し
た
。
現
在
の
子
ど

も
・
子
育
て
事
業
を
将
来
に
向

け
て
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
財

源
を
確
保
す
る
。

▼
議
案
第
８
号

非
常
災
害
対
策
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　
財
政
課
関
係

問

　災
害
時
だ
け
で
な
く
、
防
災

対
策
に
も
使
え
る
も
の
な
の
か

答

　今
回
の
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
防
災
対
策
に
も
使
用
で

き
る
。

▼
議
案
第
11
号

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
総
務
課
関
係

問

　採
用
す
る
防
災
専
門
官
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か

答

　即
戦
力
は
時
間
的
な
意
味
で

は
な
く
、
総
合
的
な
防
災
知
識
、

十
分
な
経
験
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
現
場
の
対
応
や
指
導
、
判
断

が
適
確
に
で
き
る
こ
と
を
示
し

て
の
即
戦
力
と
の
意
味
で
あ
る
。

▼
議
案
第
14
号

み
の
ぶ
自
然
の
里
条
例
の
一
部
改

正　
観
光
課
関
係

問

　立
地
を
考
え
る
と
車
で
し
か

行
け
な
い
の
に
駐
車
料
を
徴
収

す
る
必
要
が
あ
る
か
　

答

　キ
ャ
ン
プ
場
の
駐
車
料
で
あ

り
、
本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
と
同
様
に
料
金
体
系
を

合
わ
せ
る
。

問

　こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
人
数
は
何
人
か
　

答

　６
１
４
人
。

問

　本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
は
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
り
利
用

者
も
多
い
、
対
し
て
み
の
ぶ
自

然
の
里
は
開
所
し
た
ば
か
り
で
、

い
か
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い

く
か
が
大
事
で
、
安
価
で
お
も

て
な
し
を
売
り
に
し
、
こ
こ
で

の
料
金
追
加
は
逆
の
施
策
で
は

な
い
の
か
　

答

　駐
車
料
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
み

で
宿
泊
棟
で
は
な
く
、
会
議
室

に
つ
い
て
も
利
用
状
況
を
勘
案

し
て
設
置
し
て
お
り
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

問

　会
議
室
は
今
ま
で
料
金
は
徴

収
し
て
い
な
か
っ
た
の
か

答

　今
ま
で
は
な
い
。
今
後
も
食

堂
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
不

要
で
、
会
議
室
と
し
て
使
用
す

る
場
合
の
み
を
考
え
て
い
る
。

▽
こ
の
議
案
14
号
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
伊
藤
達
美
議
員
か
ら
修

正
案
の
提
出
が
あ
っ
た
。

（
修
正
案
）

　
●

キ
ャ
ン
プ
場
の
駐
車
料
は
削

　
除
（
料
金
設
定
し
な
い
。
）

　
●

会
議
室
使
用
料
は
、
宿
泊
者

　
に
つ
い
て
は
無
料
と
す
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　野
島

　俊
博

みのぶ自然の里キャンプ場
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と
久
那
土
保
育
所
の
建
築
年
度

は
昭
和
40
年
代
で
あ
り
、
ま
た
、

木
造
建
築
の
た
め
改
修
が
必
要

と
の
診
断
に
な
っ
た
。
改
修
工

事
の
内
容
は
、
耐
震
の
備
え
と

建
物
の
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

主
に
躯
体
の
補
強
を
行
う
。

　
観
光
課
関
係

問

　栃
代
〜
本
栖
登
山
道
整
備
業

務
な
ど
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

実
際
に
登
山
者
は
い
る
の
か

答

　登
山
道
は
町
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
町
で
整
備
等
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
登
山
者
も
多
い
事
か
ら
、
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
決
め
整
備
を

実
施
し
て
い
る
。

問

　国
道
３
０
０
号
の
展
望
台
に

つ
い
て
は
多
く
の
観
光
客
が
通

る
の
で
、
し
っ
か
り
管
理
を
し

て
欲
し
い

答

　予
算
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
管
理
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
で
実
施
す
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
部
に

は
、
何
人
参
加
予
定
か

問

　町
営
住
宅
居
住
者
の
う
ち
高

額
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
人
に

対
し
、
町
か
ら
住
宅
手
当
や
助

成
制
度
を
作
っ
た
ら
ど
う
か

答

　町
全
体
の
施
策
と
し
て
町
独

自
の
住
宅
を
建
設
す
る
の
か
、

政
策
と
し
て
助
成
制
度
を
作
る

の
か
、
検
討
し
た
い
。

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　障
害
者
相
談
支
援
事
業
と
虐

待
セ
ン
タ
ー
業
務
の
委
託
先
は

答

　峡
南
５
町
で
、
く
に
み
会
に

委
託
し
て
い
る
。
事
務
所
は
旧

六
郷
町
の
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　町
立
保
育
所
在
り
方
検
討
委

員
会
の
会
議
内
容
は

答

　現
状
の
保
育
所
の
状
況
や
定

員
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
の
中
で
、
町
立
保
育

所
の
行
事
を
一
緒
に
行
っ
た
ほ

う
が
い
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

当
初
予
算
へ
保
育
所
行
事
送
迎

業
務
委
託
料
を
計
上
し
た
。

問

　常
葉
保
育
所
と
久
那
土
保
育

所
の
改
修
工
事
の
内
容
は

答

　元
年
度
、
長
寿
命
化
の
診
断

を
行
っ
た
結
果
、
常
葉
保
育
所

答

　２
年
度
の
新
中
学
１
年
生
、

58
人
が
参
加
予
定
で
あ
る
。

問

　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
用
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
具
体
的
に
何
に
使

う
の
か

答

　こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
各
種
セ
ン

サ
ー
を
搭
載
し
て
お
り
、
６
年

生
理
科
の
授
業
に
お
け
る
「
電

気
の
性
質
や
働
き
を
利
用
し
た

道
具
が
あ
る
こ
と
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
学
習
す
る

場
面
」
で
使
用
す
る
。

問

　教
員
の
多
忙
化
の
改
善
の
観

点
か
ら
、
現
行
の
柔
道
部
及
び

吹
奏
楽
部
以
外
に
も
外
部
人
材

の
登
用
を
進
め
る
考
え
は
あ
る

か
答

　部
活
動
は
、
文
部
科
学
省
に

お
い
て
も
「
学
校
の
業
務
だ
が
，

必
ず
し
も
教
師
が
担
う
必
要
の

な
い
業
務
」
と
し
て
整
理
さ
れ

て
お
り
、
教
員
の
業
務
か
ら
切

り
離
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
担
当
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　防
災
備
蓄
倉
庫
12
棟
は
、
雨

漏
り
し
た
防
災
備
蓄
倉
庫
を
撤

去
し
て
建
設
す
る
の
か

答

　雨
漏
り
を
し
た
防
災
備
蓄
倉

庫
は
修
繕
で
対
応
す
る
。
ま
た
、

こ
の
12
棟
は
災
害
時
避
難
所
を

開
設
し
た
際
、
備
蓄
品
を
遠
く

か
ら
搬
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
避
難
所
に
、
簡
易
的
な
倉
庫

を
設
置
し
、
あ
ら
か
じ
め
備
蓄

品
を
配
備
し
て
お
く
も
の
で
あ

る
。

▼
議
案
第
36
号
　
　
　
　
　
　
　

２
年
度
下
部
奥
の
湯
温
泉
事
業
　

特
別
会
計
予
算
　

　
下
部
支
所
関
係

問

　温
泉
監
視
シ
ス
テ
ム
で
監
視

す
る
中
、
過
去
に
故
障
等
が
あ

っ
た
か
、
ま
た
温
泉
井
戸
の
湧

出
量
に
つ
い
て
監
視
で
き
る
か

答

　故
障
は
な
か
っ
た
が
、
落
雷

等
に
よ
る
停
電
に
よ
り
揚
湯
ポ

ン
プ
が
停
止
し
、
緊
急
通
報
が

あ
っ
た
。
揚
湯
量
と
水
位
に
よ

り
湧
出
量
を
監
視
し
て
い
る
。

問

　新
温
泉
施
設
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
源
泉
掘
削
以

降
、
井
戸
洗
浄
工
事
を
実
施
し

て
い
な
い
状
態
で
源
泉
湯
量
は

分
湯
に
対
応
で
き
る
量
な
の
か

答

　県
指
導
基
準
は
毎
分
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
内
の
揚
湯
と
な
っ

て
い
る
。
当
温
泉
で
は
現
在
平

均
毎
分
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
の
揚

湯
で
、
今
後
の
新
温
泉
施
設
の

分
湯
に
も
十
分
対
応
で
き
る
。

　
温
泉
掘
削
以
降
一
度
も
井
戸

洗
浄
工
事
を
実
施
し
て
な
い
の

で
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
例
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答

　退
職
す
る
自
衛
官
を
山
梨
県

地
方
協
力
本
部
に
推
薦
依
頼
し
、

選
任
し
て
い
た
だ
き
、
幹
部
の

方
を
採
用
す
る
。

問

　常
勤
に
な
る
の
か
。
任
期
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か

答

　常
勤
で
任
期
は
３
年
間
に
な

り
防
災
担
当
に
在
籍
と
な
る
。

問

　防
災
専
門
官
は
自
主
防
災
組

織
で
の
研
修
会
等
に
講
師
と
し

て
来
て
も
ら
え
る
の
か

答

　災
害
時
に
は
災
害
対
策
本
部

の
中
心
と
な
っ
て
危
機
管
理
体

制
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
平
時

で
は
防
災
計
画
の
見
直
し
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
職
員
の
訓

練
、
各
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

等
を
担
当
す
る
。

問

　町
内
に
は
防
災
専
門
官
に
該

当
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
か

答

　今
回
は
即
応
で
き
る
人
物
が

必
要
と
考
え
、
退
職
自
衛
官
の

制
度
に
よ
り
山
梨
県
地
方
協
力

本
部
か
ら
推
薦
を
受
け
１
人
を

採
用
す
る
。

問

　町
内
に
住
ん
で
い
な
け
れ
ば

有
事
の
際
に
即
戦
力
に
な
ら
な

い
の
で
は

　▼
議
案
第
５
号

子
ど
も
・
子
育
て
基
金
条
例
の
制
定

　
財
政
課
関
係

問

　基
金
の
積
立
額
は
。
ま
た
、

積
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は

答

　今
回
の
補
正
予
算
で
一
億
円

を
計
上
し
た
。
現
在
の
子
ど

も
・
子
育
て
事
業
を
将
来
に
向

け
て
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
財

源
を
確
保
す
る
。

▼
議
案
第
８
号

非
常
災
害
対
策
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　
財
政
課
関
係

問

　災
害
時
だ
け
で
な
く
、
防
災

対
策
に
も
使
え
る
も
の
な
の
か

答

　今
回
の
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
防
災
対
策
に
も
使
用
で

き
る
。

▼
議
案
第
11
号

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
総
務
課
関
係

問

　採
用
す
る
防
災
専
門
官
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か

答

　即
戦
力
は
時
間
的
な
意
味
で

は
な
く
、
総
合
的
な
防
災
知
識
、

十
分
な
経
験
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
現
場
の
対
応
や
指
導
、
判
断

が
適
確
に
で
き
る
こ
と
を
示
し

て
の
即
戦
力
と
の
意
味
で
あ
る
。

▼
議
案
第
14
号

み
の
ぶ
自
然
の
里
条
例
の
一
部
改

正　
観
光
課
関
係

問

　立
地
を
考
え
る
と
車
で
し
か

行
け
な
い
の
に
駐
車
料
を
徴
収

す
る
必
要
が
あ
る
か
　

答

　キ
ャ
ン
プ
場
の
駐
車
料
で
あ

り
、
本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
と
同
様
に
料
金
体
系
を

合
わ
せ
る
。

問

　こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
人
数
は
何
人
か
　

答

　６
１
４
人
。

問

　本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
は
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
り
利
用

者
も
多
い
、
対
し
て
み
の
ぶ
自

然
の
里
は
開
所
し
た
ば
か
り
で
、

い
か
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い

く
か
が
大
事
で
、
安
価
で
お
も

て
な
し
を
売
り
に
し
、
こ
こ
で

の
料
金
追
加
は
逆
の
施
策
で
は

な
い
の
か
　

答

　駐
車
料
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
み

で
宿
泊
棟
で
は
な
く
、
会
議
室

に
つ
い
て
も
利
用
状
況
を
勘
案

し
て
設
置
し
て
お
り
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

問

　会
議
室
は
今
ま
で
料
金
は
徴

収
し
て
い
な
か
っ
た
の
か

答

　今
ま
で
は
な
い
。
今
後
も
食

堂
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
不

要
で
、
会
議
室
と
し
て
使
用
す

る
場
合
の
み
を
考
え
て
い
る
。

▽
こ
の
議
案
14
号
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
伊
藤
達
美
議
員
か
ら
修

正
案
の
提
出
が
あ
っ
た
。

（
修
正
案
）

　
●

キ
ャ
ン
プ
場
の
駐
車
料
は
削

　
除
（
料
金
設
定
し
な
い
。
）

　
●

会
議
室
使
用
料
は
、
宿
泊
者

　
に
つ
い
て
は
無
料
と
す
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　野
島

　俊
博

みのぶ自然の里キャンプ場
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と
久
那
土
保
育
所
の
建
築
年
度

は
昭
和
40
年
代
で
あ
り
、
ま
た
、

木
造
建
築
の
た
め
改
修
が
必
要

と
の
診
断
に
な
っ
た
。
改
修
工

事
の
内
容
は
、
耐
震
の
備
え
と

建
物
の
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

主
に
躯
体
の
補
強
を
行
う
。

　
観
光
課
関
係

問

　栃
代
〜
本
栖
登
山
道
整
備
業

務
な
ど
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

実
際
に
登
山
者
は
い
る
の
か

答

　登
山
道
は
町
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
町
で
整
備
等
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
登
山
者
も
多
い
事
か
ら
、
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
決
め
整
備
を

実
施
し
て
い
る
。

問

　国
道
３
０
０
号
の
展
望
台
に

つ
い
て
は
多
く
の
観
光
客
が
通

る
の
で
、
し
っ
か
り
管
理
を
し

て
欲
し
い

答

　予
算
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
管
理
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
で
実
施
す
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
部
に

は
、
何
人
参
加
予
定
か

問

　町
営
住
宅
居
住
者
の
う
ち
高

額
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
人
に

対
し
、
町
か
ら
住
宅
手
当
や
助

成
制
度
を
作
っ
た
ら
ど
う
か

答

　町
全
体
の
施
策
と
し
て
町
独

自
の
住
宅
を
建
設
す
る
の
か
、

政
策
と
し
て
助
成
制
度
を
作
る

の
か
、
検
討
し
た
い
。

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　障
害
者
相
談
支
援
事
業
と
虐

待
セ
ン
タ
ー
業
務
の
委
託
先
は

答

　峡
南
５
町
で
、
く
に
み
会
に

委
託
し
て
い
る
。
事
務
所
は
旧

六
郷
町
の
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　町
立
保
育
所
在
り
方
検
討
委

員
会
の
会
議
内
容
は

答

　現
状
の
保
育
所
の
状
況
や
定

員
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
の
中
で
、
町
立
保
育

所
の
行
事
を
一
緒
に
行
っ
た
ほ

う
が
い
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

当
初
予
算
へ
保
育
所
行
事
送
迎

業
務
委
託
料
を
計
上
し
た
。

問

　常
葉
保
育
所
と
久
那
土
保
育

所
の
改
修
工
事
の
内
容
は

答

　元
年
度
、
長
寿
命
化
の
診
断

を
行
っ
た
結
果
、
常
葉
保
育
所

答

　２
年
度
の
新
中
学
１
年
生
、

58
人
が
参
加
予
定
で
あ
る
。

問

　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
用
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
具
体
的
に
何
に
使

う
の
か

答

　こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
各
種
セ
ン

サ
ー
を
搭
載
し
て
お
り
、
６
年

生
理
科
の
授
業
に
お
け
る
「
電

気
の
性
質
や
働
き
を
利
用
し
た

道
具
が
あ
る
こ
と
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
学
習
す
る

場
面
」
で
使
用
す
る
。

問

　教
員
の
多
忙
化
の
改
善
の
観

点
か
ら
、
現
行
の
柔
道
部
及
び

吹
奏
楽
部
以
外
に
も
外
部
人
材

の
登
用
を
進
め
る
考
え
は
あ
る

か
答

　部
活
動
は
、
文
部
科
学
省
に

お
い
て
も
「
学
校
の
業
務
だ
が
，

必
ず
し
も
教
師
が
担
う
必
要
の

な
い
業
務
」
と
し
て
整
理
さ
れ

て
お
り
、
教
員
の
業
務
か
ら
切

り
離
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
担
当
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　防
災
備
蓄
倉
庫
12
棟
は
、
雨

漏
り
し
た
防
災
備
蓄
倉
庫
を
撤

去
し
て
建
設
す
る
の
か

答

　雨
漏
り
を
し
た
防
災
備
蓄
倉

庫
は
修
繕
で
対
応
す
る
。
ま
た
、

こ
の
12
棟
は
災
害
時
避
難
所
を

開
設
し
た
際
、
備
蓄
品
を
遠
く

か
ら
搬
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
避
難
所
に
、
簡
易
的
な
倉
庫

を
設
置
し
、
あ
ら
か
じ
め
備
蓄

品
を
配
備
し
て
お
く
も
の
で
あ

る
。

▼
議
案
第
36
号
　
　
　
　
　
　
　

２
年
度
下
部
奥
の
湯
温
泉
事
業
　

特
別
会
計
予
算
　

　
下
部
支
所
関
係

問

　温
泉
監
視
シ
ス
テ
ム
で
監
視

す
る
中
、
過
去
に
故
障
等
が
あ

っ
た
か
、
ま
た
温
泉
井
戸
の
湧

出
量
に
つ
い
て
監
視
で
き
る
か

答

　故
障
は
な
か
っ
た
が
、
落
雷

等
に
よ
る
停
電
に
よ
り
揚
湯
ポ

ン
プ
が
停
止
し
、
緊
急
通
報
が

あ
っ
た
。
揚
湯
量
と
水
位
に
よ

り
湧
出
量
を
監
視
し
て
い
る
。

問

　新
温
泉
施
設
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
源
泉
掘
削
以

降
、
井
戸
洗
浄
工
事
を
実
施
し

て
い
な
い
状
態
で
源
泉
湯
量
は

分
湯
に
対
応
で
き
る
量
な
の
か

答

　県
指
導
基
準
は
毎
分
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
内
の
揚
湯
と
な
っ

て
い
る
。
当
温
泉
で
は
現
在
平

均
毎
分
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
の
揚

湯
で
、
今
後
の
新
温
泉
施
設
の

分
湯
に
も
十
分
対
応
で
き
る
。

　
温
泉
掘
削
以
降
一
度
も
井
戸

洗
浄
工
事
を
実
施
し
て
な
い
の

で
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
例
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い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
観
点
か
ら
、

原
案
に
賛
成
。

反
対

　川
口
福
三
議
員

　
自
然
の
里
は
県
か
ら
町
へ
移

管
さ
れ
、
青
少
年
を
対
象
と
し

た
施
設
か
ら
一
般
利
用
者
へ
の

施
設
と
な
っ
た
。
町
で
は
こ
れ

ま
で
里
へ
通
じ
る
町
道
の
改
修

工
事
等
を
行
い
、
集
客
を
見
込

ん
で
き
た
。
今
回
、
駐
車
料
金

を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
利
用
者
の
増
加
に
逆

行
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
白
線
な
ど
の

表
示
も
無
く
駐
車
場
と
し
て
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
駐
車
料
金
を
取
る
こ

と
は
利
用
者
か
ら
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
反
対
。

賛
成

　田
中
一
泰
議
員

　
利
用
料
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、

自
然
の
里
運
営
の
た
め
に
も
維

持
管
理
上
ど
う
し
て
も
必
要
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
経
営
の
健

全
化
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
条
例
改
正
に

賛
成
。

反
対

　河
井
淳
議
員

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は

で
便
乗
値
上
げ
の
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
利
用
基
本

料
金
及
び
駐
車
料
金
の
有
料
化

は
、
利
用
者
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て

利
用
者
の
増
大
を
妨
げ
る
こ
と

に
な
り
営
業
戦
略
と
し
て
簡
易

な
手
法
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
な
お
、
本
栖
湖
い
こ
い
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
と
料
金
体
系
を
統

一
す
る
と
し
て
い
る
が
、
世
界

文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
を
構

成
す
る
本
栖
湖
と
い
う
メ
ジ
ャ

ー
な
観
光
地
と
一
緒
に
す
る
の

は
理
解
で
き
な
い
。
お
客
様
フ

ァ
ー
ス
ト
の
心
構
え
が
サ
ー
ビ

ス
業
に
は
欠
か
せ
な
い
対
応
で

あ
る
と
考
え
、
反
対
。

賛
成

　伊
藤
雄
波
議
員

　
私
の
経
験
か
ら
、
友
人
と
キ

ャ
ン
プ
を
す
る
中
で
、
第
１
番

に
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
を
す
る
。

安
心
・
安
全
を
担
保
す
る
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
料
金
体
制
を

整
え
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
の

施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
お
客

さ
ん
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
中
部
横
断
道
の
開
通
に
伴
い
、

海
を
有
す
る
静
岡
県
か
ら
自
然

を
求
め
て
訪
れ
る
お
客
さ
ん
に

対
し
て
も
、
安
心
・
安
全
を
大

賛
成

　渡
辺
文
子
議
員

　
自
然
の
里
へ
の
お
客
さ
ん
は

町
外
者
が
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
予
約
を
し
て
く
る

人
た
ち
で
あ
る
。

　
予
約
者
に
と
っ
て
は
、
駐
車

料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
当

た
り
前
で
あ
る
。
会
議
室
の
料

金
改
定
に
つ
い
て
は
、
自
然
の

里
条
例
に
使
用
料
の
減
免
規
定

が
あ
る
。
委
託
先
の
観
光
セ
ン

タ
ー
へ
運
営
を
任
せ
て
い
る
以

上
、
自
主
性
を
尊
重
し
、
こ
の

原
案
に
賛
成
。

反
対

　福
興
三
郎
議
員

　
自
然
の
里
は
開
業
し
て
か
ら

２
年
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
年
を

経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行

政
と
指
定
管
理
者
が
一
体
と
な

っ
て
、
集
客
の
増
大
、
収
益
の

ア
ッ
プ
を
図
り
、
健
全
経
営
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

た
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ゆ
る
キ
ャ
ン

△
」
効
果
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
人

気
が
高
ま
り
、
利
用
者
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
こ
の
機
に
、
ま
る

▼
自
然
の
里
条
例
の
一
部
改
正

▼
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
14
号

本会議

無
料
で
も
停
め
る
こ
と
が
可
能

な
場
所
が
存
在
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
有
料
と

無
料
で
停
め
る
者
が
混
在
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
と
ク
レ
ー
ム
の
対

象
と
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
な
る
の
で
反
対
。

反
対

　渡
辺
文
子
議
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
費

に
つ
い
て
、
31
年
３
月
に
こ
の

予
算
に
対
す
る
反
対
討
論
を
述

べ
た
が
、
消
費
税
率
10
％
へ
増

税
さ
れ
た
消
費
税
に
対
す
る
経

済
対
策
事
業
の
財
源
と
し
て
計

上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
町

に
約
３
千
人
も
い
る
非
課
税
の

方
た
ち
が
２
万
円
の
商
品
券
を

ど
の
ぐ
ら
い
買
え
る
の
か
疑
問

で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
８
５

８
５
万
円
の
当
初
予
算
の
う
ち
、

今
回
５
９
７
７
万
円
減
額
の
補

正
予
算
で
あ
る
。
経
済
効
果
も

な
く
増
税
で
低
所
得
者
や
子
育

て
世
代
の
負
担
を
増
や
す
だ
け

の
こ
の
補
正
予
算
に
反
対
。

議
案
第
22
号
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答

　公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
２

年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
個
別
の
施
設
に

つ
い
て
計
画
を
す
る
。

　
　
計
画
は
、
施
設
の
ハ
ー
ド
面

に
つ
い
て
維
持
経
費
を
細
か
く

積
み
上
げ
て
個
別
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

　
　
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、

施
設
を
ハ
ー
ド
と
あ
わ
せ
て
運

営
の
在
り
方
も
一
緒
に
検
討
し

て
い
く
の
で
、
指
定
管
理
の
周

期
を
同
じ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
複
数
の
施
設
を
包
括
的
に

維
持
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
そ
の
た
め
に
１
年
延
長

し
、
時
期
を
合
わ
せ
た
。

▼
議
案
第
16
号

下
部
農
村
文
化
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
変
更

▼
議
案
第
17
号

市
之
瀬
味
噌
加
工
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
変
更

▼
議
案
第
18
号

大
島
農
林
産
物
直
売
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
変
更

▼
議
案
第
19
号

み
の
ぶ
自
然
の
里
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
変
更

　
総
務
課
関
係

問

　指
定
の
期
間
を
１
年
延
長
す

る
の
は
、
他
の
指
定
管
理
施
設

と
指
定
の
期
間
を
揃
え
る
た
め

か
答

　そ
の
と
お
り
。

問

　指
定
期
間
を
揃
え
る
意
味
は

答

　指
定
管
理
施
設
の
見
直
し
の

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
施
設
の
在
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
管
理
、
運
営
に

つ
い
て
検
討
し
、
方
針
を
定
め

て
、
一
斉
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
委

員
会
で
検
討
し
て
い
く
と
思
う

が
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
方

向
を
考
え
て
い
る
の
か

▼
議
案
第
６
号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
町
民
課
関
係

問

　男
女
の
別
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
が
多
数
あ
る
が
、
今
回
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
ら
除
か
れ

る
の
か
　
　

答

　今
回
の
改
正
で
は
、
印
鑑
証

明
書
の
性
別
欄
を
削
除
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

　他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
　

答

　住
民
票
の
写
し
は
法
に
よ
り

規
定
さ
れ
て
お
り
、
性
別
の
記

載
を
す
る
が
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
は
、
申
し
出
に
よ
り
、

性
別
記
載
の
有
無
は
選
択
で
き

る
。

▼
議
案
第
13
号

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担

額
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　元
年
度
、
年
少
扶
養
控
除
の

み
な
し
適
用
を
受
け
て
い
る
対

象
者
は
何
人
か
　

答

　こ
の
適
用
を
受
け
て
い
る
園

児
は
、
27
年
４
月
１
日
に
在
園

し
て
い
た
園
児
が
対
象
で
７
人
。

問

　元
年
10
月
よ
り
始
ま
っ
た
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
保

育
利
用
料
が
無
償
に
な
っ
た
、

こ
の
制
度
を
続
け
て
き
た
理
由

は
　
　
　

答

　そ
の
時
点
で
課
内
検
討
し
た

が
、
制
度
適
用
園
児
が
元
年
度

末
ま
で
い
る
た
め
継
続
と
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

　芦
澤

　健
拓

下部農村文化公園（道の駅しもべ）

大島農林産物直売所 市之瀬味噌加工所
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い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
観
点
か
ら
、

原
案
に
賛
成
。

反
対

　川
口
福
三
議
員

　
自
然
の
里
は
県
か
ら
町
へ
移

管
さ
れ
、
青
少
年
を
対
象
と
し

た
施
設
か
ら
一
般
利
用
者
へ
の

施
設
と
な
っ
た
。
町
で
は
こ
れ

ま
で
里
へ
通
じ
る
町
道
の
改
修

工
事
等
を
行
い
、
集
客
を
見
込

ん
で
き
た
。
今
回
、
駐
車
料
金

を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
利
用
者
の
増
加
に
逆

行
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
白
線
な
ど
の

表
示
も
無
く
駐
車
場
と
し
て
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
駐
車
料
金
を
取
る
こ

と
は
利
用
者
か
ら
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
反
対
。

賛
成

　田
中
一
泰
議
員

　
利
用
料
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、

自
然
の
里
運
営
の
た
め
に
も
維

持
管
理
上
ど
う
し
て
も
必
要
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
経
営
の
健

全
化
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
条
例
改
正
に

賛
成
。

反
対

　河
井
淳
議
員

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は

で
便
乗
値
上
げ
の
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
利
用
基
本

料
金
及
び
駐
車
料
金
の
有
料
化

は
、
利
用
者
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て

利
用
者
の
増
大
を
妨
げ
る
こ
と

に
な
り
営
業
戦
略
と
し
て
簡
易

な
手
法
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
な
お
、
本
栖
湖
い
こ
い
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
と
料
金
体
系
を
統

一
す
る
と
し
て
い
る
が
、
世
界

文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
を
構

成
す
る
本
栖
湖
と
い
う
メ
ジ
ャ

ー
な
観
光
地
と
一
緒
に
す
る
の

は
理
解
で
き
な
い
。
お
客
様
フ

ァ
ー
ス
ト
の
心
構
え
が
サ
ー
ビ

ス
業
に
は
欠
か
せ
な
い
対
応
で

あ
る
と
考
え
、
反
対
。

賛
成

　伊
藤
雄
波
議
員

　
私
の
経
験
か
ら
、
友
人
と
キ

ャ
ン
プ
を
す
る
中
で
、
第
１
番

に
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
を
す
る
。

安
心
・
安
全
を
担
保
す
る
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
料
金
体
制
を

整
え
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
の

施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
お
客

さ
ん
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
中
部
横
断
道
の
開
通
に
伴
い
、

海
を
有
す
る
静
岡
県
か
ら
自
然

を
求
め
て
訪
れ
る
お
客
さ
ん
に

対
し
て
も
、
安
心
・
安
全
を
大

賛
成

　渡
辺
文
子
議
員

　
自
然
の
里
へ
の
お
客
さ
ん
は

町
外
者
が
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
予
約
を
し
て
く
る

人
た
ち
で
あ
る
。

　
予
約
者
に
と
っ
て
は
、
駐
車

料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
当

た
り
前
で
あ
る
。
会
議
室
の
料

金
改
定
に
つ
い
て
は
、
自
然
の

里
条
例
に
使
用
料
の
減
免
規
定

が
あ
る
。
委
託
先
の
観
光
セ
ン

タ
ー
へ
運
営
を
任
せ
て
い
る
以

上
、
自
主
性
を
尊
重
し
、
こ
の

原
案
に
賛
成
。

反
対

　福
興
三
郎
議
員

　
自
然
の
里
は
開
業
し
て
か
ら

２
年
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
年
を

経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行

政
と
指
定
管
理
者
が
一
体
と
な

っ
て
、
集
客
の
増
大
、
収
益
の

ア
ッ
プ
を
図
り
、
健
全
経
営
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

た
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ゆ
る
キ
ャ
ン

△
」
効
果
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
人

気
が
高
ま
り
、
利
用
者
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
こ
の
機
に
、
ま
る

▼
自
然
の
里
条
例
の
一
部
改
正

▼
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
14
号

本会議

無
料
で
も
停
め
る
こ
と
が
可
能

な
場
所
が
存
在
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
有
料
と

無
料
で
停
め
る
者
が
混
在
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
と
ク
レ
ー
ム
の
対

象
と
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
な
る
の
で
反
対
。

反
対

　渡
辺
文
子
議
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
費

に
つ
い
て
、
31
年
３
月
に
こ
の

予
算
に
対
す
る
反
対
討
論
を
述

べ
た
が
、
消
費
税
率
10
％
へ
増

税
さ
れ
た
消
費
税
に
対
す
る
経

済
対
策
事
業
の
財
源
と
し
て
計

上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
町

に
約
３
千
人
も
い
る
非
課
税
の

方
た
ち
が
２
万
円
の
商
品
券
を

ど
の
ぐ
ら
い
買
え
る
の
か
疑
問

で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
８
５

８
５
万
円
の
当
初
予
算
の
う
ち
、

今
回
５
９
７
７
万
円
減
額
の
補

正
予
算
で
あ
る
。
経
済
効
果
も

な
く
増
税
で
低
所
得
者
や
子
育

て
世
代
の
負
担
を
増
や
す
だ
け

の
こ
の
補
正
予
算
に
反
対
。

議
案
第
22
号
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答

　公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
２

年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
個
別
の
施
設
に

つ
い
て
計
画
を
す
る
。

　
　
計
画
は
、
施
設
の
ハ
ー
ド
面

に
つ
い
て
維
持
経
費
を
細
か
く

積
み
上
げ
て
個
別
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

　
　
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、

施
設
を
ハ
ー
ド
と
あ
わ
せ
て
運

営
の
在
り
方
も
一
緒
に
検
討
し

て
い
く
の
で
、
指
定
管
理
の
周

期
を
同
じ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
複
数
の
施
設
を
包
括
的
に

維
持
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
そ
の
た
め
に
１
年
延
長

し
、
時
期
を
合
わ
せ
た
。

▼
議
案
第
16
号

下
部
農
村
文
化
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
変
更

▼
議
案
第
17
号

市
之
瀬
味
噌
加
工
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
変
更

▼
議
案
第
18
号

大
島
農
林
産
物
直
売
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
変
更

▼
議
案
第
19
号

み
の
ぶ
自
然
の
里
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
変
更

　
総
務
課
関
係

問

　指
定
の
期
間
を
１
年
延
長
す

る
の
は
、
他
の
指
定
管
理
施
設

と
指
定
の
期
間
を
揃
え
る
た
め

か
答

　そ
の
と
お
り
。

問

　指
定
期
間
を
揃
え
る
意
味
は

答

　指
定
管
理
施
設
の
見
直
し
の

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
施
設
の
在
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
管
理
、
運
営
に

つ
い
て
検
討
し
、
方
針
を
定
め

て
、
一
斉
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
委

員
会
で
検
討
し
て
い
く
と
思
う

が
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
方

向
を
考
え
て
い
る
の
か

▼
議
案
第
６
号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
町
民
課
関
係

問

　男
女
の
別
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
が
多
数
あ
る
が
、
今
回
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
ら
除
か
れ

る
の
か
　
　

答

　今
回
の
改
正
で
は
、
印
鑑
証

明
書
の
性
別
欄
を
削
除
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

　他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
　

答

　住
民
票
の
写
し
は
法
に
よ
り

規
定
さ
れ
て
お
り
、
性
別
の
記

載
を
す
る
が
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
は
、
申
し
出
に
よ
り
、

性
別
記
載
の
有
無
は
選
択
で
き

る
。

▼
議
案
第
13
号

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担

額
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　元
年
度
、
年
少
扶
養
控
除
の

み
な
し
適
用
を
受
け
て
い
る
対

象
者
は
何
人
か
　

答

　こ
の
適
用
を
受
け
て
い
る
園

児
は
、
27
年
４
月
１
日
に
在
園

し
て
い
た
園
児
が
対
象
で
７
人
。

問

　元
年
10
月
よ
り
始
ま
っ
た
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
保

育
利
用
料
が
無
償
に
な
っ
た
、

こ
の
制
度
を
続
け
て
き
た
理
由

は
　
　
　

答

　そ
の
時
点
で
課
内
検
討
し
た

が
、
制
度
適
用
園
児
が
元
年
度

末
ま
で
い
る
た
め
継
続
と
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

　芦
澤

　健
拓

下部農村文化公園（道の駅しもべ）

大島農林産物直売所 市之瀬味噌加工所
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伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池
　
朗

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井
　
淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●条例の一部改正
議案第14号

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第22号　 令和元年度身延町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
●当初予算
議案第28号　 令和２年度身延町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
議案第30号　 令和２年度身延町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
議案第31号　 令和２年度身延町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

・議案第 5号
・議案第 6号
・議案第 7号
・議案第 8号
・議案第 9号
・議案第10号
・議案第11号
・議案第12号

・議案第13号

・議案第15号
・議案第16号
・議案第17号
・議案第18号
・議案第19号
・議案第20号
・議案第21号

・発議第 1号  議員報酬適正化検討特別委員会の設置について

・議案第 1号
・議案第 2号

・議案第 3号
・議案第 4号 令和元年度身延町一般会計補正予算（第８号）

・議案第23号から27号までの各令和元年度特別会計補正予算
・議案第29号、32号から48号までの各令和2年度特別会計予算

令和元年度身延町一般会計補正予算（第７号）
町道北清子線道路災害復旧工事請負契約について

身延町長及び副町長の給与の特例に関する条例の制定について

身延町大島農林産物直売所の指定管理者の指定の期間の変更について
身延町みのぶ自然の里の指定管理者の指定の期間の変更について
権利の放棄について
峡南広域行政組合規約の変更について

身延町一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を改正する条例について
身延町景観条例の一部を改正する条例について
身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部を
改正する条例について
身延町下部簡易水道及び久那土・古関簡易水道整備基金条例を廃止する条例について
身延町下部農村文化公園の指定管理者の指定の期間の変更について
身延町市之瀬味噌加工所の指定管理者の指定の期間の変更について

身延町特産品振興条例の一部を改正する条例について

議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

●
議
長
は
参
加
し
な
い

身延町みのぶ自然の里条例の一部を改正する条
例について　【修正案】

使用料金の修正

身延町みのぶ自然の里条例の一部を改正する条
例について　【修正部分を除く原案】

使用料金の見直し

身延町子ども・子育て基金条例の制定について
身延町印鑑条例の一部を改正する条例について
身延町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について
身延町非常災害対策基金条例の一部を改正する条例について
身延町営住宅条例の一部を改正する条例について

出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの

◯追加議案

令和２年臨時会
第１回（1月23日）

第２回（2月21日）
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父
さ
ん
で
十
分
で
あ
る
と
の
意

見
も
聞
い
て
い
る
。
身
延
山
に

も
小
僧
さ
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
個
人
と
し
て
は
こ
れ
で
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
ま
さ

ら
、
予
算
を
使
う
の
は
反
対
。

賛
成
　
望
月
悟
良
議
員

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
旧
町
当
時
か
ら
そ
れ
な
り
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
下
部
の
も
ー
ん
父
さ
ん
、

中
富
の
美
漉
ち
ゃ
ん
、
身
延
の

小
僧
さ
ん
で
あ
る
。
合
併
し
て

15
周
年
を
迎
え
た
本
町
に
お
い

て
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
町
に
対

す
る
夢
や
希
望
を
活
か
し
て
い

く
た
め
に
も
、
統
一
し
た
親
し

み
の
も
て
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
設
け
よ
う
と
す
る

た
め
の
予
算
で
あ
り
賛
成
。

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

　
20
年
の
制
度
導
入
以
来
、
５

回
に
わ
た
る
保
険
料
値
上
げ
が

実
施
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
を

国
で
15
％
に
留
ま
っ
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
国
民
の
不
安
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
不
安
の
声

を
無
視
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
を
図
る
な
ど
認
め

ら
れ
な
い
の
で
反
対
。

賛
成
　
広
島
法
明
議
員

　
現
状
の
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲

が
薄
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
将
来
的
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
よ
り
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
事
業
に
よ

る
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
る
と
思

う
が
、
カ
ー
ド
の
発
行
促
進
の

た
め
の
予
算
で
あ
り
、
賛
成
。

反
対
　
芦
沢
健
拓
議
員

　
広
聴
広
報
費
の
中
で
、
町
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
７
５
５

万
円
の
予
算
計
上
だ
が
、
い
ま

さ
ら
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
っ
て
ど
う
す
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
現
在
、
も
ー

ん
父
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

大
変
活
躍
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

サ
ポ
ー
ト
役
が
い
な
い
と
動
き

づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
も
っ
と
よ
く
目
が
見

え
る
よ
う
に
し
た
ら
、
も
ー
ん

賛
成
　
広
島
法
明
議
員

　
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
元
年

度
一
般
会
計
の
年
度
末
を
控
え
、

各
種
の
事
業
執
行
状
況
を
鑑
み
、

そ
の
実
績
に
よ
る
減
額
が
主
な

内
容
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
、

１
０
０
％
賛
同
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
事
業
執
行
実
績
に
よ

る
残
額
補
正
の
減
額
計
上
で
あ

る
た
め
、
賛
成
。

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
所

得
や
資
産
、
税
や
社
会
保
障
給

付
な
ど
の
個
人
デ
ー
タ
を
政
府

が
一
括
し
て
把
握
す
る
こ
と
で

社
会
保
償
給
付
費
な
ど
の
削
減

を
進
め
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ

る
。

 

こ
れ
を
本
格
的
に
行
お
う
と

す
れ
ば
、
行
政
機
関
だ
け
で
な

く
　
金
融
機
関
等
に
も
利
用
を

広
げ
る
こ
と
と
な
り
、
所
得
や

資
産
に
留
ま
ら
ず
、
戸
籍
や
病

歴
な
ど
多
く
の
個
人
情
報
が
本

人
の
同
意
な
し
に
広
が
っ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
全

▼
２
年
度
一
般
会
計
予
算

議
案
第
28
号

議
案
第
30
号

圧
迫
す
る
重
大
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
差
別
と
負
担
増

の
制
度
を
廃
止
し
、
も
と
の
老

人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
予
算
に
は
反

対
。

賛
成
　
河
井
淳
議
員

　
こ
の
制
度
は
、
町
独
自
の
制

度
で
は
な
く
国
の
制
度
に
よ
り

執
行
し
よ
う
と
す
る
予
算
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
議
案
に
賛
成
。

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

　
介
護
保
険
制
度
は
施
行
20
年

を
迎
え
、
政
府
は
制
度
改
悪
を

繰
り
返
し
、
国
家
的
詐
欺
と
言

わ
れ
る
ま
で
に
介
護
の
危
機
は

深
刻
化
し
て
い
る
。
国
は
介
護

保
険
へ
の
予
算
を
減
ら
し
た
い

と
、
在
宅
へ
、
在
宅
へ
と
言
っ

て
も
本
町
の
よ
う
に
介
護
力
が

な
い
場
合
や
、
老
々
介
護
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、

施
設
介
護
が
増
え
て
し
ま
っ
て

い
る
。
本
人
も
家
族
も
自
宅
に

居
た
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か

議
案
第
31
号

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
政
府
が
削
減
し
て
き
た
介
護

報
酬
の
抜
本
的
な
増
額
、
底
上

げ
と
と
も
に
利
用
の
負
担
増
に

跳
ね
返
ら
れ
な
い
よ
う
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
、
保
険
料
、

利
用
料
の
減
免
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
予
算
に
つ
い

て
は
反
対
。

賛
成
　
広
島
法
明
議
員

　
ど
の
制
度
で
も
受
け
取
る
人

に
よ
っ
て
必
ず
長
所
・
短
所
、

ま
た
利
点
・
欠
点
が
大
な
り
小

な
り
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
超

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
と
っ
て

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
老
老
介
護
な
ど
に
よ
る
家

族
の
共
倒
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
始
ま
っ
た
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
を
い
か
に
活
用
す
る
か
で

こ
の
制
度
の
評
価
は
異
な
っ
て

は
い
る
が
、
20
年
を
経
た
現
在

で
も
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
救
わ

れ
て
い
る
家
庭
、
家
族
は
多
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
制
度
の
執

行
を
予
算
計
上
し
た
介
護
保
険

特
別
会
計
に
賛
成
。

▼
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　特
別
会
計
予
算

▼
２
年
度
介
護
保
険

　
　
　
　
　特
別
会
計
予
算

　

み
す
き

ル
ビ
注
意
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伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池
　
朗

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井
　
淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●条例の一部改正
議案第14号

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第22号　 令和元年度身延町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
●当初予算
議案第28号　 令和２年度身延町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
議案第30号　 令和２年度身延町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
議案第31号　 令和２年度身延町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

・議案第 5号
・議案第 6号
・議案第 7号
・議案第 8号
・議案第 9号
・議案第10号
・議案第11号
・議案第12号

・議案第13号

・議案第15号
・議案第16号
・議案第17号
・議案第18号
・議案第19号
・議案第20号
・議案第21号

・発議第 1号  議員報酬適正化検討特別委員会の設置について

・議案第 1号
・議案第 2号

・議案第 3号
・議案第 4号 令和元年度身延町一般会計補正予算（第８号）

・議案第23号から27号までの各令和元年度特別会計補正予算
・議案第29号、32号から48号までの各令和2年度特別会計予算

令和元年度身延町一般会計補正予算（第７号）
町道北清子線道路災害復旧工事請負契約について

身延町長及び副町長の給与の特例に関する条例の制定について

身延町大島農林産物直売所の指定管理者の指定の期間の変更について
身延町みのぶ自然の里の指定管理者の指定の期間の変更について
権利の放棄について
峡南広域行政組合規約の変更について

身延町一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を改正する条例について
身延町景観条例の一部を改正する条例について
身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部を
改正する条例について
身延町下部簡易水道及び久那土・古関簡易水道整備基金条例を廃止する条例について
身延町下部農村文化公園の指定管理者の指定の期間の変更について
身延町市之瀬味噌加工所の指定管理者の指定の期間の変更について

身延町特産品振興条例の一部を改正する条例について

議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

●
議
長
は
参
加
し
な
い

身延町みのぶ自然の里条例の一部を改正する条
例について　【修正案】

使用料金の修正

身延町みのぶ自然の里条例の一部を改正する条
例について　【修正部分を除く原案】

使用料金の見直し

身延町子ども・子育て基金条例の制定について
身延町印鑑条例の一部を改正する条例について
身延町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について
身延町非常災害対策基金条例の一部を改正する条例について
身延町営住宅条例の一部を改正する条例について

出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの

◯追加議案

令和２年臨時会
第１回（1月23日）

第２回（2月21日）
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父
さ
ん
で
十
分
で
あ
る
と
の
意

見
も
聞
い
て
い
る
。
身
延
山
に

も
小
僧
さ
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
個
人
と
し
て
は
こ
れ
で
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
ま
さ

ら
、
予
算
を
使
う
の
は
反
対
。

賛
成
　
望
月
悟
良
議
員

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
旧
町
当
時
か
ら
そ
れ
な
り
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
下
部
の
も
ー
ん
父
さ
ん
、

中
富
の
美
漉
ち
ゃ
ん
、
身
延
の

小
僧
さ
ん
で
あ
る
。
合
併
し
て

15
周
年
を
迎
え
た
本
町
に
お
い

て
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
町
に
対

す
る
夢
や
希
望
を
活
か
し
て
い

く
た
め
に
も
、
統
一
し
た
親
し

み
の
も
て
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
設
け
よ
う
と
す
る

た
め
の
予
算
で
あ
り
賛
成
。

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

　
20
年
の
制
度
導
入
以
来
、
５

回
に
わ
た
る
保
険
料
値
上
げ
が

実
施
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
を

国
で
15
％
に
留
ま
っ
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
国
民
の
不
安
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
不
安
の
声

を
無
視
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
を
図
る
な
ど
認
め

ら
れ
な
い
の
で
反
対
。

賛
成
　
広
島
法
明
議
員

　
現
状
の
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲

が
薄
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
将
来
的
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
よ
り
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
事
業
に
よ

る
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
る
と
思

う
が
、
カ
ー
ド
の
発
行
促
進
の

た
め
の
予
算
で
あ
り
、
賛
成
。

反
対
　
芦
沢
健
拓
議
員

　
広
聴
広
報
費
の
中
で
、
町
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
７
５
５

万
円
の
予
算
計
上
だ
が
、
い
ま

さ
ら
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
っ
て
ど
う
す
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
現
在
、
も
ー

ん
父
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

大
変
活
躍
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

サ
ポ
ー
ト
役
が
い
な
い
と
動
き

づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
も
っ
と
よ
く
目
が
見

え
る
よ
う
に
し
た
ら
、
も
ー
ん

賛
成
　
広
島
法
明
議
員

　
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
元
年

度
一
般
会
計
の
年
度
末
を
控
え
、

各
種
の
事
業
執
行
状
況
を
鑑
み
、

そ
の
実
績
に
よ
る
減
額
が
主
な

内
容
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
、

１
０
０
％
賛
同
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
事
業
執
行
実
績
に
よ

る
残
額
補
正
の
減
額
計
上
で
あ

る
た
め
、
賛
成
。

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
所

得
や
資
産
、
税
や
社
会
保
障
給

付
な
ど
の
個
人
デ
ー
タ
を
政
府

が
一
括
し
て
把
握
す
る
こ
と
で

社
会
保
償
給
付
費
な
ど
の
削
減

を
進
め
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ

る
。

 

こ
れ
を
本
格
的
に
行
お
う
と

す
れ
ば
、
行
政
機
関
だ
け
で
な

く
　
金
融
機
関
等
に
も
利
用
を

広
げ
る
こ
と
と
な
り
、
所
得
や

資
産
に
留
ま
ら
ず
、
戸
籍
や
病

歴
な
ど
多
く
の
個
人
情
報
が
本

人
の
同
意
な
し
に
広
が
っ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
全

▼
２
年
度
一
般
会
計
予
算

議
案
第
28
号

議
案
第
30
号

圧
迫
す
る
重
大
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
差
別
と
負
担
増

の
制
度
を
廃
止
し
、
も
と
の
老

人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
予
算
に
は
反

対
。

賛
成
　
河
井
淳
議
員

　
こ
の
制
度
は
、
町
独
自
の
制

度
で
は
な
く
国
の
制
度
に
よ
り

執
行
し
よ
う
と
す
る
予
算
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
議
案
に
賛
成
。

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

　
介
護
保
険
制
度
は
施
行
20
年

を
迎
え
、
政
府
は
制
度
改
悪
を

繰
り
返
し
、
国
家
的
詐
欺
と
言

わ
れ
る
ま
で
に
介
護
の
危
機
は

深
刻
化
し
て
い
る
。
国
は
介
護

保
険
へ
の
予
算
を
減
ら
し
た
い

と
、
在
宅
へ
、
在
宅
へ
と
言
っ

て
も
本
町
の
よ
う
に
介
護
力
が

な
い
場
合
や
、
老
々
介
護
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、

施
設
介
護
が
増
え
て
し
ま
っ
て

い
る
。
本
人
も
家
族
も
自
宅
に

居
た
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か

議
案
第
31
号

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
政
府
が
削
減
し
て
き
た
介
護

報
酬
の
抜
本
的
な
増
額
、
底
上

げ
と
と
も
に
利
用
の
負
担
増
に

跳
ね
返
ら
れ
な
い
よ
う
国
庫
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
、
保
険
料
、

利
用
料
の
減
免
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
予
算
に
つ
い

て
は
反
対
。

賛
成
　
広
島
法
明
議
員

　
ど
の
制
度
で
も
受
け
取
る
人

に
よ
っ
て
必
ず
長
所
・
短
所
、

ま
た
利
点
・
欠
点
が
大
な
り
小

な
り
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
超

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
と
っ
て

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
老
老
介
護
な
ど
に
よ
る
家

族
の
共
倒
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
始
ま
っ
た
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
を
い
か
に
活
用
す
る
か
で

こ
の
制
度
の
評
価
は
異
な
っ
て

は
い
る
が
、
20
年
を
経
た
現
在

で
も
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
救
わ

れ
て
い
る
家
庭
、
家
族
は
多
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
制
度
の
執

行
を
予
算
計
上
し
た
介
護
保
険

特
別
会
計
に
賛
成
。

▼
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　特
別
会
計
予
算

▼
２
年
度
介
護
保
険

　
　
　
　
　特
別
会
計
予
算

　

み
す
き

ル
ビ
注
意
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追跡追跡 一 般 質 問あの

どうなった

あの

どうなった
議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

問

答

現
在
現
在

現
在
現
在

下部地区小中学校閉校後の校舎活用は　 
 （50号平成29年３月議会）川口福三議員

　身延町総合戦略の中で空き校舎等について地域住民のニーズを踏まえ利活用を
図っていく。

問

答

キーテックの工業団地への企業進出は　
 （54号平成30年３月議会）芦澤健拓 議員

　元年から合板（910×1820mm　厚さ
12mm,24mm,28mm）を月産5000㎥～
5700㎥製造している。
　２年１月時点での従業員数は47人で、
うち町民は17人。

　いろいろな経済効果が期待できる。
　林業従事者の仕事も増えるし、40人の
新規採用は地元優先で申し出ている。

ゆるキャン△聖地としてキャンプで
賑わう旧下部小中学校グラウンド

合板の材料となる丸太の原木
（交通防災課のドローンで撮影）

○旧下部中学校は、ゆるキャン△聖地と
　して五条ヶ丘活性化推進協議会が活用。

○旧下部小学校は、２年４月から校舎の
　一部を使用してニプロ㈱の関連会社
　「ヘルスサポートサンリ㈱」が除菌・
　衛生管理などに使用される電解水を製
　造する工場として使用する事になった。

○久那土小・中学校は、現在検討中。
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峡南衛生組合議会 報告者　河井　　淳

飯富病院議会 報告者　渡辺　文子

後期高齢者医療広域連合議会 報告者　田中　一泰

◯臨時会　令和 2年 3 月 26 日（木）
　令和元年度補正予算１議案、令和 2年度予算１議案、計 2議案
　※２議案とも可決
　

◎定例会　令和２年３月 2７日（金）
　条例一部改正 1議案、令和元年度補正予算 1議案、令和 2年度予算 1議案、計 3議案　
　※３議案とも可決

◎定例会　令和２年２月 25 日（火）
　条例制定４議案、一部改正１議案、令和元年度補正予算２議案、令和２年度予算２議案、計９議案
　※９議案とも可決

◆視察研修　令和２年１月 29・30 日（水・木）
　身延町議会参加議員：芦澤健拓議員（峡南広域行政組合議会議長）・広島法明議員
　研修先：静岡銀行沼津支店・駿東伊豆消防本部
　研修内容：ＰＰＰ・ＰＦＩ事業について

◎定例会　令和２年３月 24 日（火）
　条例改正２議案、令和元年度補正予算３議案、令和２年度予算３議案、計８議案
　※８議案とも可決

　本組合は、5市 6 町（中央市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、
甲斐市、市川三郷町、早川町、身延町、南部町、富士川町、
昭和町）によって新たに建設されるごみ処理施設の運営を行
うために設立された一部事務組合です。

◎定例会　令和２年３月 30 日（月）
　専決処分 21 議案、条例制定 20 議案、一部改正１議案、
　令和２年度予算１件、選任同意５議案、計 48 議案
　※48 議案とも可決

組合議会報告

峡南広域行政組合議会 報告者　芦澤　健拓

山梨西部広域環境組合議会 報告者　川口　福三

※「ＰＰＰ＝官民連携事業」とは、行政と民間が連携して、
それぞれお互いの強みを生かし、最適な公共サービスの
提供を実現し、地域の価値や住民満足度の最大化を図る
というもの。その手段の一つとして「ＰＦＩ＝民間資金
等活用事業」がある。
本町でも有効な手段ではないかと感じた。

山梨西部広域環境組合開所式
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追跡追跡 一 般 質 問あの

どうなった

あの

どうなった
議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

問

答

現
在
現
在

現
在
現
在

下部地区小中学校閉校後の校舎活用は　 
 （50号平成29年３月議会）川口福三議員

　身延町総合戦略の中で空き校舎等について地域住民のニーズを踏まえ利活用を
図っていく。

問

答

キーテックの工業団地への企業進出は　
 （54号平成30年３月議会）芦澤健拓 議員

　元年から合板（910×1820mm　厚さ
12mm,24mm,28mm）を月産5000㎥～
5700㎥製造している。
　２年１月時点での従業員数は47人で、
うち町民は17人。

　いろいろな経済効果が期待できる。
　林業従事者の仕事も増えるし、40人の
新規採用は地元優先で申し出ている。

ゆるキャン△聖地としてキャンプで
賑わう旧下部小中学校グラウンド

合板の材料となる丸太の原木
（交通防災課のドローンで撮影）

○旧下部中学校は、ゆるキャン△聖地と
　して五条ヶ丘活性化推進協議会が活用。

○旧下部小学校は、２年４月から校舎の
　一部を使用してニプロ㈱の関連会社
　「ヘルスサポートサンリ㈱」が除菌・
　衛生管理などに使用される電解水を製
　造する工場として使用する事になった。

○久那土小・中学校は、現在検討中。
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峡南衛生組合議会 報告者　河井　　淳

飯富病院議会 報告者　渡辺　文子

後期高齢者医療広域連合議会 報告者　田中　一泰

◯臨時会　令和 2年 3 月 26 日（木）
　令和元年度補正予算１議案、令和 2年度予算１議案、計 2議案
　※２議案とも可決
　

◎定例会　令和２年３月 2７日（金）
　条例一部改正 1議案、令和元年度補正予算 1議案、令和 2年度予算 1議案、計 3議案　
　※３議案とも可決

◎定例会　令和２年２月 25 日（火）
　条例制定４議案、一部改正１議案、令和元年度補正予算２議案、令和２年度予算２議案、計９議案
　※９議案とも可決

◆視察研修　令和２年１月 29・30 日（水・木）
　身延町議会参加議員：芦澤健拓議員（峡南広域行政組合議会議長）・広島法明議員
　研修先：静岡銀行沼津支店・駿東伊豆消防本部
　研修内容：ＰＰＰ・ＰＦＩ事業について

◎定例会　令和２年３月 24 日（火）
　条例改正２議案、令和元年度補正予算３議案、令和２年度予算３議案、計８議案
　※８議案とも可決

　本組合は、5市 6 町（中央市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、
甲斐市、市川三郷町、早川町、身延町、南部町、富士川町、
昭和町）によって新たに建設されるごみ処理施設の運営を行
うために設立された一部事務組合です。

◎定例会　令和２年３月 30 日（月）
　専決処分 21 議案、条例制定 20 議案、一部改正１議案、
　令和２年度予算１件、選任同意５議案、計 48 議案
　※48 議案とも可決

組合議会報告

峡南広域行政組合議会 報告者　芦澤　健拓

山梨西部広域環境組合議会 報告者　川口　福三

※「ＰＰＰ＝官民連携事業」とは、行政と民間が連携して、
それぞれお互いの強みを生かし、最適な公共サービスの
提供を実現し、地域の価値や住民満足度の最大化を図る
というもの。その手段の一つとして「ＰＦＩ＝民間資金
等活用事業」がある。
本町でも有効な手段ではないかと感じた。

山梨西部広域環境組合開所式
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【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

◇
学
校
教
育
の
充
実
　

●

学
習
指
導
要
領
改
訂
へ
の
対
応

●

学
校
給
食
の
充
実

●

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

　
推
進

●

重
大
事
態
へ
の
対
応

◇
学
び
の
向
学
館
の
充
実

◇
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略
」
施
策

●

地
場
産
業
の
活
性
化
と
Ｐ
Ｒ
の

　
強
化

●

若
い
人
が
積
極
的
に
地
域
を
考

　
え
行
動
で
き
る
組
織
づ
く
り

●

郷
土
愛
を
育
む
教
育
の
充
実

◇
施
設
整
備
課
関
係

●

学
校
施
設
整
備
計
画
の
推
進

●

未
利
用
施
設
の
有
効
活
用

●
生
涯
学
習
の
推
進

●

活
動
拠
点
（
地
区
公
民
館
、
分

　
館
）
の
充
実

●

図
書
館
の
充
実

●

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●

文
化
芸
術
の
振
興
と
文
化
財
の

　
保
護

●

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

●
健
康
増
進
施
設

　
療
養
、
保
養
、
休
養
を
目
的
と

し
た
日
帰
り
型
温
泉
施
設
と
合
わ

せ
て
幅
広
い
年
齢
層
の
健
康
保
持

や
体
力
向
上
を
目
的
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
を
併
設
す
る
複
合
型
の

健
康
増
進
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　
町
民
が
い
き
い
き
と
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
、
中
高

年
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
健
康

寿
命
の
延
伸
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
健
康
と
憩
い
の
場
を
提
供
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
健
康
増

進
施
設
を
目
指
し
て
計
画
を
推
進

す
る
。

●
教
職
員
等
の
配
置

き
め
細
か
な
教
育
の
推
進
、
学
習

体
制
の
充
実
を
目
的
に

●

町
単
独
教
職
員
の
配
置

●

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

●

放
課
後
見
守
り
員
の
配
置

●

学
校
図
書
館
司
書
の
配
置

を
継
続
す
る
。

●
保
護
者
負
担
の
軽
減

●

学
校
給
食
費
の
全
額
補
助

●

入
学
支
度
金
の
交
付

●

補
助
教
材
費
へ
の
公
的
負
担

●

校
外
活
動
費
へ
の
補
助

●

修
学
旅
行
費
の
全
額
補
助

●
通
学
支
援

　
身
延
清
稜
小
学
校
２
路
線
、
下

山
小
学
校
４
路
線
、
身
延
小
学
校

４
路
線
、
身
延
中
学
校
４
路
線
の

計
14
路
線
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
を
継
続
実
施
す
る
。

　
確
実
か
つ
安
全
に
通
学
す
る
た

め
に
、
交
通
変
化
を
観
察
し
、
今

後
の
通
学
支
援
の
在
り
方
を
検
討
、

協
議
を
す
る
。

◇
は
じ
め
に

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
教
育
環

境
と
教
育
内
容
の
充
実
や
、
社
会

を
生
き
抜
く
力
と
健
康
な
児
童
生

徒
の
育
成
を
推
進
。

　
生
涯
学
習
は
、
生
涯
に
わ
た
り

学
習
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
学
習
活
動
の
支
援
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
文
化
芸

術
の
振
興
と
文
化
財
の
保
護
、
青

少
年
健
全
育
成
の
推
進
を
図
る
。

こ
れ
ら
を
基
に
２
年
度
の
施
策

（
事
業
）
を
展
開
す
る
。

●
連
携
型
中
髙
一
貫
教
育

　
身
延
高
、
身
延
中
、
南
部
中
の

３
校
で
31
年
４
月
ス
タ
ー
ト
し
、

中
高
６
年
間
の
一
貫
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
等
を
通
じ
、
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
次
代

を
担
う
人
材
育
成
を
目
標
に
、
各

種
連
携
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す

る
。 健

康
と
憩
い
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

　
　健
康
増
進
施
設
を
目
指
し
て
計
画
を
推
進

教育長教育方針
保坂　新一 教育長
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り
、
町
の
歌
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
や
新
成
人
の
思
い
出
の
写
真

上
映
な
ど
、
参
加
者
に
は
大
好
評

で
あ
っ
た
。

　
新
成
人
に
は
将
来
の
夢
を
描
き
、

明
日
に
繋
が
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

こ
れ
か
ら
も
有
意
義
な
人
生
を
歩

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

　
●

２
年
度
特
別
会
計
当
初
予
算

　
●

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　
　
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

　
●

育
児
休
業
中
の
住
民
税
の
徴

　
　
収
猶
予

　
●

下
部
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
改
修
工
事
の

　
　
進
捗
状
況 

　
●

国
民
健
康
保
険
制
度
並

※

２
年
３
月
４
日
の
定
例
会
初
日

で
の
施
政
方
針
で
す
が
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
３
年
夏
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

沈
静
化
が
切
望
さ
れ
ま
す
。
　

即
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力

本
部
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、
２

年
度
採
用
予
定
で
あ
る
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
等

　
事
務

　
28
年
度
か
ら
開
始
し
た
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
も
４
年
が
経
過
し
、

交
付
枚
数
は
２
月
２
日
現
在
２
１

６
５
枚
、
交
付
率
は
18
・
２
％
で

県
内
平
均
13
％
に
比
べ
高
い
。
今

年
の
夏
以
降
に
カ
ー
ド
を
利
活
用

し
た
、
国
の
事
業
に
よ
る
マ
イ
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
消
費
活
性
化

策
も
始
ま
り
、
３
年
３
月
か
ら
順

次
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

開
始
を
目
指
し
、
各
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
整
備
・
改
修

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
　

●
２
年
成
人
式

　
１
月
12
日
、
総
合
文
化
会
館
で

成
人
式
を
挙
行
し
、
成
人
者
１
０

４
人
の
内
、
87
人
の
新
成
人
が
出

席
。
令
和
最
初
の
成
人
式
で
も
あ

●
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　
総
額
84
億
４
７
４
０
万
円
で
対

前
年
度
比
３
・
２
％
増
と
し
た
。

主
な
事
業
の
一
つ
目
は
総
合
戦
略

に
記
載
さ
れ
た
子
育
て
支
援
、
定

住
促
進
、
産
業
振
興
に
よ
る
６
次

産
業
化
、
観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
等
を
実
施
し
て
い
く
経
費

を
計
上
、
二
つ
目
は
身
延
中
学
校

新
校
舎
等
整
備
に
向
け
て
基
本
及

び
実
施
設
計
業
務
委
託
等
の
関
連

予
算
を
計
上
、
三
つ
目
は
旧
大
河

内
小
学
校
舎
を
利
活
用
す
る
た
め

複
合
施
設
整
備
事
業
費
の
計
上
、

四
つ
目
と
し
て
温
泉
付
き
健
康
増

進
施
設
整
備
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
費
や

用
地
購
入
費
等
を
計
上
し
た
。

●
防
災
専
門
官
の
採
用

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
、
山
間
部
が

多
い
本
町
と
し
て
は
、
防
災
危
機

管
理
の
専
門
家
の
配
置
が
急
務
で

あ
り
、
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
「
防
災
士
」
の
資
格
を
有
し
、

◇
は
じ
め
に

　
今
年
は
、
待
ち
に
待
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界
的
に
拡

大
し
て
お
り
、
今
後
、
蔓
延
防
止

対
策
が
進
め
ら
れ
、
な
ん
と
か
世

界
最
高
水
準
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ

る
熱
い
戦
い
を
観
戦
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。

●
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
元
年
度
事
業
の
精
査
に
よ
る
補

正
予
算
の
な
か
で
、
政
策
的
予
算

と
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
と
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
新
た
に
「
身
延
町
子

ど
も
・
子
育
て
基
金
」
を
１
億
円

積
み
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

は
、
現
在
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
事

業
が
財
源
の
不
足
が
起
因
で
後
退

す
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
わ
た
り

継
続
し
、
充
実
さ
せ
る
た
め
に
財

源
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

継
続
的
な
子
育
て
支
援
の
財
源
確
保
の
た
め

　
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
」
１
億
円
積
み
立
て

町長施政方針
望月　幹也 町長
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【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

◇
学
校
教
育
の
充
実
　

●

学
習
指
導
要
領
改
訂
へ
の
対
応

●

学
校
給
食
の
充
実

●

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

　
推
進

●

重
大
事
態
へ
の
対
応

◇
学
び
の
向
学
館
の
充
実

◇
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略
」
施
策

●

地
場
産
業
の
活
性
化
と
Ｐ
Ｒ
の

　
強
化

●

若
い
人
が
積
極
的
に
地
域
を
考

　
え
行
動
で
き
る
組
織
づ
く
り

●

郷
土
愛
を
育
む
教
育
の
充
実

◇
施
設
整
備
課
関
係

●

学
校
施
設
整
備
計
画
の
推
進

●

未
利
用
施
設
の
有
効
活
用

●
生
涯
学
習
の
推
進

●

活
動
拠
点
（
地
区
公
民
館
、
分

　
館
）
の
充
実

●

図
書
館
の
充
実

●

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●

文
化
芸
術
の
振
興
と
文
化
財
の

　
保
護

●

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

●
健
康
増
進
施
設

　
療
養
、
保
養
、
休
養
を
目
的
と

し
た
日
帰
り
型
温
泉
施
設
と
合
わ

せ
て
幅
広
い
年
齢
層
の
健
康
保
持

や
体
力
向
上
を
目
的
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
を
併
設
す
る
複
合
型
の

健
康
増
進
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　
町
民
が
い
き
い
き
と
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
、
中
高

年
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
健
康

寿
命
の
延
伸
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
健
康
と
憩
い
の
場
を
提
供
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
健
康
増

進
施
設
を
目
指
し
て
計
画
を
推
進

す
る
。

●
教
職
員
等
の
配
置

き
め
細
か
な
教
育
の
推
進
、
学
習

体
制
の
充
実
を
目
的
に

●

町
単
独
教
職
員
の
配
置

●

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

●

放
課
後
見
守
り
員
の
配
置

●

学
校
図
書
館
司
書
の
配
置

を
継
続
す
る
。

●
保
護
者
負
担
の
軽
減

●

学
校
給
食
費
の
全
額
補
助

●

入
学
支
度
金
の
交
付

●

補
助
教
材
費
へ
の
公
的
負
担

●

校
外
活
動
費
へ
の
補
助

●

修
学
旅
行
費
の
全
額
補
助

●
通
学
支
援

　
身
延
清
稜
小
学
校
２
路
線
、
下

山
小
学
校
４
路
線
、
身
延
小
学
校

４
路
線
、
身
延
中
学
校
４
路
線
の

計
14
路
線
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
を
継
続
実
施
す
る
。

　
確
実
か
つ
安
全
に
通
学
す
る
た

め
に
、
交
通
変
化
を
観
察
し
、
今

後
の
通
学
支
援
の
在
り
方
を
検
討
、

協
議
を
す
る
。

◇
は
じ
め
に

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
教
育
環

境
と
教
育
内
容
の
充
実
や
、
社
会

を
生
き
抜
く
力
と
健
康
な
児
童
生

徒
の
育
成
を
推
進
。

　
生
涯
学
習
は
、
生
涯
に
わ
た
り

学
習
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
学
習
活
動
の
支
援
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
文
化
芸

術
の
振
興
と
文
化
財
の
保
護
、
青

少
年
健
全
育
成
の
推
進
を
図
る
。

こ
れ
ら
を
基
に
２
年
度
の
施
策

（
事
業
）
を
展
開
す
る
。

●
連
携
型
中
髙
一
貫
教
育

　
身
延
高
、
身
延
中
、
南
部
中
の

３
校
で
31
年
４
月
ス
タ
ー
ト
し
、

中
高
６
年
間
の
一
貫
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
等
を
通
じ
、
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
次
代

を
担
う
人
材
育
成
を
目
標
に
、
各

種
連
携
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す

る
。 健

康
と
憩
い
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

　
　健
康
増
進
施
設
を
目
指
し
て
計
画
を
推
進

教育長教育方針
保坂　新一 教育長
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り
、
町
の
歌
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
や
新
成
人
の
思
い
出
の
写
真

上
映
な
ど
、
参
加
者
に
は
大
好
評

で
あ
っ
た
。

　
新
成
人
に
は
将
来
の
夢
を
描
き
、

明
日
に
繋
が
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

こ
れ
か
ら
も
有
意
義
な
人
生
を
歩

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

　
●

２
年
度
特
別
会
計
当
初
予
算

　
●

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　
　
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

　
●

育
児
休
業
中
の
住
民
税
の
徴

　
　
収
猶
予

　
●

下
部
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
改
修
工
事
の

　
　
進
捗
状
況 

　
●

国
民
健
康
保
険
制
度
並

※

２
年
３
月
４
日
の
定
例
会
初
日

で
の
施
政
方
針
で
す
が
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
３
年
夏
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

沈
静
化
が
切
望
さ
れ
ま
す
。
　

即
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力

本
部
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、
２

年
度
採
用
予
定
で
あ
る
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
等

　
事
務

　
28
年
度
か
ら
開
始
し
た
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
も
４
年
が
経
過
し
、

交
付
枚
数
は
２
月
２
日
現
在
２
１

６
５
枚
、
交
付
率
は
18
・
２
％
で

県
内
平
均
13
％
に
比
べ
高
い
。
今

年
の
夏
以
降
に
カ
ー
ド
を
利
活
用

し
た
、
国
の
事
業
に
よ
る
マ
イ
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
消
費
活
性
化

策
も
始
ま
り
、
３
年
３
月
か
ら
順

次
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

開
始
を
目
指
し
、
各
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
整
備
・
改
修

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
　

●
２
年
成
人
式

　
１
月
12
日
、
総
合
文
化
会
館
で

成
人
式
を
挙
行
し
、
成
人
者
１
０

４
人
の
内
、
87
人
の
新
成
人
が
出

席
。
令
和
最
初
の
成
人
式
で
も
あ

●
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　
総
額
84
億
４
７
４
０
万
円
で
対

前
年
度
比
３
・
２
％
増
と
し
た
。

主
な
事
業
の
一
つ
目
は
総
合
戦
略

に
記
載
さ
れ
た
子
育
て
支
援
、
定

住
促
進
、
産
業
振
興
に
よ
る
６
次

産
業
化
、
観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
等
を
実
施
し
て
い
く
経
費

を
計
上
、
二
つ
目
は
身
延
中
学
校

新
校
舎
等
整
備
に
向
け
て
基
本
及

び
実
施
設
計
業
務
委
託
等
の
関
連

予
算
を
計
上
、
三
つ
目
は
旧
大
河

内
小
学
校
舎
を
利
活
用
す
る
た
め

複
合
施
設
整
備
事
業
費
の
計
上
、

四
つ
目
と
し
て
温
泉
付
き
健
康
増

進
施
設
整
備
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
費
や

用
地
購
入
費
等
を
計
上
し
た
。

●
防
災
専
門
官
の
採
用

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
、
山
間
部
が

多
い
本
町
と
し
て
は
、
防
災
危
機

管
理
の
専
門
家
の
配
置
が
急
務
で

あ
り
、
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
「
防
災
士
」
の
資
格
を
有
し
、

◇
は
じ
め
に

　
今
年
は
、
待
ち
に
待
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界
的
に
拡

大
し
て
お
り
、
今
後
、
蔓
延
防
止

対
策
が
進
め
ら
れ
、
な
ん
と
か
世

界
最
高
水
準
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ

る
熱
い
戦
い
を
観
戦
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。

●
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
元
年
度
事
業
の
精
査
に
よ
る
補

正
予
算
の
な
か
で
、
政
策
的
予
算

と
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
と
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
新
た
に
「
身
延
町
子

ど
も
・
子
育
て
基
金
」
を
１
億
円

積
み
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

は
、
現
在
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
事

業
が
財
源
の
不
足
が
起
因
で
後
退

す
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
わ
た
り

継
続
し
、
充
実
さ
せ
る
た
め
に
財

源
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

継
続
的
な
子
育
て
支
援
の
財
源
確
保
の
た
め

　
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
」
１
億
円
積
み
立
て

町長施政方針
望月　幹也 町長
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★表紙について（P１）
・私も地元で獅子舞をやらせても
らってます。各地域でこういう
伝統がずっと続いていってほし
いと思います。

・紙面にあふれる笑顔で、獅子舞
を持つ人達とお祓いを受けてい
る子どもの仕草が感じられ、伝
統行事の様子を上手く捉えてい
て、読者に伝わっていると思い
ます。

★一般質問（P5～11）
・下山に身延中学校を建設しても、
通学費用等が無くなるわけでは
ないので、建設することについ
ては、検討する必要があると思
いました。

・全般的にいい議会・いい質問だ
ったと思います。が、地域のコ
ンパクト化・集約化無くして限
りある財政の有効利用はかなり
無理があるように思います。広
く薄くしか手当てできない行政
は非効率極まるムダ使いに見え
てしまいます。自然消滅を待つ
のではなく、集落の集約化のた
めの後押しを期待しております。
高齢者の一人暮らしが増え、地
域の活力が低下し、櫛の歯が欠
けるように過疎化が進行する状
態は住民間にストレスを生み、
高齢者を犯罪の犠牲にする隙を
与え、不安を助長するだけです。
「人口減少は行政の不作為」で
す。それは行政の監視役たる立
法の不作為の責任です。今年は
議員立法を何本作りましたか？

★追跡・議会基本条例（P15）
・相変わらずの賛否ですね、特に
何もありませんが、討論と一緒
の掲載でより各議員の賛否理由
を知りたいと感じました。

★追跡（P17）
・議会も職責を果たしている、傍
聴者でなく町政に対して物申し
ている、そんな姿勢が見えて良
いですね。内容も具体的でよく
分かる。今後の活動も期待します。

★町政全般についての意見、要望等
・２月に町職員が良くない話題で新聞テレビに報道されてしまいましたが、職員間のコミニケーションが取れていない
のが事件をここまで大きくしてしまったのではないでしょうか？町民の悩みを聞く側が病んでいたのでは仕事になら
ないはず。事件を起こしてしまった人を攻めても何の解決にもならないと思います。普段からの職員のチーワークが
あってこそ、町民の生活の助けが出来ることを改めて考えていただきたいものです。

★常任委員会レポート（P12～13）
・町民が興味を示す項目はごみ処
理施設候補地くらいの議案しか
ないような気がします。本栖湖
のトイレの冬季の凍結の件など
は指摘されたら、議会にかけず
にすぐ実行するということはで
きないのですか。

★質疑・討論（P14）
・次の議案に対する賛否に直結す
る討論なので、興味深く読みま
した。しかし、議案についても
う少し詳しく説明があればなん
で反対なのか、賛成なのかがも
う少し見えてくると思います。
もう少し賛否の前に議案の説明
をしてほしいと思います。質疑
については別にありません、質
疑にしなくてもいいような内容
だと思います。
・ごみ処理施設が移転することは、
持ち込みする場合は遠くまで運
ぶことになるから、町民として
は反対したい。現在、衛生組合
行く取り付け道路の大工事をし
ているが、移転するのなら無駄
な工事のような気がするが。

★町長行政報告（P18）
・中部横断自動車道がとうとう開
通となるが、この開通により身
延の真価が問われます。開通後
に身延への来町者が減少するこ
とがあれば町の対策批判は免れ
ません。町のアピールと開通後
の対策が万全であることを期し
てください。

★町民と議員との懇談会（P2～4）
・毎回思うことだが、若い人の姿
が無い。呼びかけても来ないの
であれば、開催の方法を検討す
る必要があるのではないでしょ
うか？成果のあることは続ける
べきだと思うが、同じ人が同じ
ような質問ばかりでそろそろ方
法を変えたほうが良いと思いま
す。変えた後でやはり従来の方
法が良かったと思うなら元に戻
せばよいだけの話。
・議会で意見・質問等をしない議
員がいると何度か耳にしている。
他の議員の方たちはどう感じ、
どう思っているのでしょうか。
議員としての自覚を持って欲し
い。町民として不安を感じてい
ます。
・各会場も人数が少ないのが残念
です。各戸にアンケート表を配
り意見を聞くのもどうでしょうか。

★組合議会報告（P16）
・目を引いたのが後期高齢者医療
広域連合議会。少子化と共に拡
大する老健施設問題は、直面す
る予断を許さない大問題だ。各
病院の運営も満足とは言えない。
まして武漢熱が峡南地域に侵入
した場合、重傷者増加で医療崩
壊の危険すらある。臨時で同議
会は対策を頻繁にとって欲しい。
人口減少の瀬戸際だ。

★モニター通信（P19）
・２年モニターを務めてきました
が、本当に勉強になりました。
この機会がもらえなかったら町
政に興味を持ちませんでした。
モニターになる以外でも町政の
活動を皆に興味を持ってもらう
ことができるよう何か考えなけ
ればなりませんね。

★おじゃまします（P20）
・身延町を全国に発進できる企画
だと思います。トレイルランニ
ングも注目されているので、観
光振興にも大いに役立つと思い
ます。

モニター通信
(議会だより№61の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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★表紙について（P１）
・私も地元で獅子舞をやらせても
らってます。各地域でこういう
伝統がずっと続いていってほし
いと思います。

・紙面にあふれる笑顔で、獅子舞
を持つ人達とお祓いを受けてい
る子どもの仕草が感じられ、伝
統行事の様子を上手く捉えてい
て、読者に伝わっていると思い
ます。

★一般質問（P5～11）
・下山に身延中学校を建設しても、
通学費用等が無くなるわけでは
ないので、建設することについ
ては、検討する必要があると思
いました。

・全般的にいい議会・いい質問だ
ったと思います。が、地域のコ
ンパクト化・集約化無くして限
りある財政の有効利用はかなり
無理があるように思います。広
く薄くしか手当てできない行政
は非効率極まるムダ使いに見え
てしまいます。自然消滅を待つ
のではなく、集落の集約化のた
めの後押しを期待しております。
高齢者の一人暮らしが増え、地
域の活力が低下し、櫛の歯が欠
けるように過疎化が進行する状
態は住民間にストレスを生み、
高齢者を犯罪の犠牲にする隙を
与え、不安を助長するだけです。
「人口減少は行政の不作為」で
す。それは行政の監視役たる立
法の不作為の責任です。今年は
議員立法を何本作りましたか？

★追跡・議会基本条例（P15）
・相変わらずの賛否ですね、特に
何もありませんが、討論と一緒
の掲載でより各議員の賛否理由
を知りたいと感じました。

★追跡（P17）
・議会も職責を果たしている、傍
聴者でなく町政に対して物申し
ている、そんな姿勢が見えて良
いですね。内容も具体的でよく
分かる。今後の活動も期待します。

★町政全般についての意見、要望等
・２月に町職員が良くない話題で新聞テレビに報道されてしまいましたが、職員間のコミニケーションが取れていない
のが事件をここまで大きくしてしまったのではないでしょうか？町民の悩みを聞く側が病んでいたのでは仕事になら
ないはず。事件を起こしてしまった人を攻めても何の解決にもならないと思います。普段からの職員のチーワークが
あってこそ、町民の生活の助けが出来ることを改めて考えていただきたいものです。

★常任委員会レポート（P12～13）
・町民が興味を示す項目はごみ処
理施設候補地くらいの議案しか
ないような気がします。本栖湖
のトイレの冬季の凍結の件など
は指摘されたら、議会にかけず
にすぐ実行するということはで
きないのですか。

★質疑・討論（P14）
・次の議案に対する賛否に直結す
る討論なので、興味深く読みま
した。しかし、議案についても
う少し詳しく説明があればなん
で反対なのか、賛成なのかがも
う少し見えてくると思います。
もう少し賛否の前に議案の説明
をしてほしいと思います。質疑
については別にありません、質
疑にしなくてもいいような内容
だと思います。
・ごみ処理施設が移転することは、
持ち込みする場合は遠くまで運
ぶことになるから、町民として
は反対したい。現在、衛生組合
行く取り付け道路の大工事をし
ているが、移転するのなら無駄
な工事のような気がするが。

★町長行政報告（P18）
・中部横断自動車道がとうとう開
通となるが、この開通により身
延の真価が問われます。開通後
に身延への来町者が減少するこ
とがあれば町の対策批判は免れ
ません。町のアピールと開通後
の対策が万全であることを期し
てください。

★町民と議員との懇談会（P2～4）
・毎回思うことだが、若い人の姿
が無い。呼びかけても来ないの
であれば、開催の方法を検討す
る必要があるのではないでしょ
うか？成果のあることは続ける
べきだと思うが、同じ人が同じ
ような質問ばかりでそろそろ方
法を変えたほうが良いと思いま
す。変えた後でやはり従来の方
法が良かったと思うなら元に戻
せばよいだけの話。
・議会で意見・質問等をしない議
員がいると何度か耳にしている。
他の議員の方たちはどう感じ、
どう思っているのでしょうか。
議員としての自覚を持って欲し
い。町民として不安を感じてい
ます。
・各会場も人数が少ないのが残念
です。各戸にアンケート表を配
り意見を聞くのもどうでしょうか。

★組合議会報告（P16）
・目を引いたのが後期高齢者医療
広域連合議会。少子化と共に拡
大する老健施設問題は、直面す
る予断を許さない大問題だ。各
病院の運営も満足とは言えない。
まして武漢熱が峡南地域に侵入
した場合、重傷者増加で医療崩
壊の危険すらある。臨時で同議
会は対策を頻繁にとって欲しい。
人口減少の瀬戸際だ。

★モニター通信（P19）
・２年モニターを務めてきました
が、本当に勉強になりました。
この機会がもらえなかったら町
政に興味を持ちませんでした。
モニターになる以外でも町政の
活動を皆に興味を持ってもらう
ことができるよう何か考えなけ
ればなりませんね。

★おじゃまします（P20）
・身延町を全国に発進できる企画
だと思います。トレイルランニ
ングも注目されているので、観
光振興にも大いに役立つと思い
ます。

モニター通信
(議会だより№61の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。

No.62 みのぶ議会だより　22

と

　き
　
令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
00
分

会

　場
　
身
延
地
区
公
民
館
　
下
山
分
館

参
加
者
　
計
28
人

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
役
員
11
人

　
　
　
　
議
員
13
人
　
事
務
局
２
人

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
２
人

　

最
初
に
、
身
延
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
状
況
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
議
員
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
議
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
加
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
状
況

　
旧
町
ご
と
に
３
支
部
あ
り
、
身
延
支
部
は

９
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
中
富
支
部
は

３
地
区
（
西
嶋
・
静
川
・
原
）
、
下
部
支
部

は
１
地
区
（
下
部
）
の
計
13
グ
ル
ー
プ
、
２

８
２
人
が
加
入
し
て
い
る
。

◆
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
千
の
風
」
の
活
動

に
「
声
の
広
報
」
の
テ
ー
プ
吹
込
み
と
あ
る

が
そ
の
内
容
は

○
「
広
報
み
の
ぶ
」
「
議
会
広
報
」
を
全
部
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
込
ん
で
社
協
に
届
け
、

社
協
で
は
必
要
数
量
を
ダ
ビ
ン
グ
し
て
、
視

覚
障
が
い
者
や
細
か
い
文
字
が
読
め
な
い
高

齢
者
に
配
布
し
て
い
る
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
幅
広
い
と
思
う
が
、

男
性
会
員
は
い
る
の
か

○
男
性
が
い
な
い
団
体
は
多
い
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
暇
な
女
性
が
や
る
も
の
。
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
男

性
の
役
割
も
充
分
あ
る
の
で
、
退
職
後
の
第

二
の
人
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
活
動
を
す
る
の
に
問
題
に
な
る
の

が
足
の
確
保
、
そ
の
為
に
も
車
の
運
転
が
で

き
る
人
も
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
資
金
は

○
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
町
の
補
助
金
と

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
財
源
と
し
て
、
支
部

へ
総
額
48
万
円
支
出
し
て
お
り
、
各
団
体
へ

の
配
分
は
支
部
に
一
任
し
て
い
る
。

◆
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
施
設
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
実
施
し
て
い
る
と
い
う
が
、

そ
の
内
容
は

○
施
設
は
、
し
も
べ
荘
・
み
の
ぶ
荘
・
か
じ

か
寮
に
な
る
が
、
施
設
行
事
の
際
に
歩
行
や

車
イ
ス
の
介
助
、
清
拭
布
の
作
成
を
し
て
い

る
。
以
前
は
入
所
者
と
の
会
話
相
手
も
し
て

い
た
が
、
個
人
情
報
等
の
問
題
が
あ
り
、
今

は
し
て
い
な
い
。

※

清
拭
布
と
は
、
木
綿
１
０
０
％
の
古
布

（
下
着
や
シ
ー
ツ
等
）
を
35
㎝
四
方
に
切
っ

て
、
使
い
捨
て
の
お
尻
ふ
き
に
す
る
も
の
。

◆
千
の
風
の
活
動
で
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
の

内
容
は

○
一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
が
対
象
で
、

安
否
確
認
が
目
的
。
決
め
ら
れ
た
曜
日
・
時

間
に
電
話
を
か
け
て
会
話
を
す
る
。
現
在
10

人
程
が
利
用
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

　
身
延
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
身
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
電
話
０
５
５
６
（
６
２
）
３
７
７
３

意
見
・
要

望

ボランティア連絡協議会と議員との懇談会



400 年の歴史を持つ
西嶋神楽 (かぐら )
の伝統を受け継ぐ 西嶋神楽団

　例年、ゴールデンウィーク後半の５月５日、身延町西嶋地区で開催される「沢奥(さおき)の祭り」で
「西嶋神楽(かぐら)」が奉納・披露されます。「山梨県無形民俗文化財」に指定されているこの「お神
楽」は、４００年以上にわたり「西嶋神楽団」により、その舞と囃子(はやし)が継承されてきました。
「西嶋神楽団」は、宮司及び西嶋地区の有志により結成されています｡団員は現在１６人。団員も高齢
化が進み、後継者をどのように確保・育成していくか、大きな課題でしたが、ここ数年、若手団員は、
女子大生も含め５人に増え、日夜、祭りに向けて練習に励んでいます。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
世
界
的
に
蔓
延
し
て
、
令
和

２
年
度
が
不
安
な
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
が
、
人
の
力
を
信

じ
て
、
終
息
に
向
か
う
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
何
を
す
べ
き
か
考
え
て

少
し
ず
つ
で
も
前
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
（
広
島
）

　議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
委
員
長
　
赤
池
　
朗

　
　
副
委
員
長
　
伊
藤
達
美

委
　
　
員
　
伊
藤
雄
波

　
　
　
　
　
　
　
望
月
悟
良

　
　
　
　
　
　
　
上
田
孝
二

　
　
　
　
　
　
　
広
島
法
明

編 集 後 記

お問い合わせ
〒409-3301 身延町西嶋1145-1

西嶋神楽団々長　長田　東

みのぶ議会だより No.62 〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350　TEL 0556-42-2111（代表） ◇発行責任者：議長　柿島良行
URL：http://www.town.minobu.lg.jp/ 　FAX 0556-42-2127

　  ☎ 0556-42-2670

にしじま　　　　  しんがくだん

沢奥のまつり舞台で神楽舞を披露する団員

若手団員の練習風景


